
Ａー ０４

Ａー ０５

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００Ａ１

Ａ３
建築意匠図

Ａ－００図面リ ス ト

図面内容

Ａー ０２

Ａー ０３

Ａー ０６

Ａー ０７

Ａ－０８

Ａー ０９

図面リ ス ト
図面番号

Ａー ０１

Ａー ００

特記仕様書 №１

特記仕様書 №２

特記仕様書 №３

図面内容図面番号

Ｅー ０１

Ｅー ０２

Ｅー ０３

Ｅー ０４

宮古市国民健康保険新里診療所照明機器等改修工事

Ｅー ０５

Ｅー ０６

電気設備工事特記仕様書

Ｅー ０７

Ｍー ０３

Ｍー ０１

Ｍ－０２

医師住宅 カ ー ポ ー ト  電灯設備平面図

照 明 機 器 等 改 修 工 事
宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所

電気設備

機械設備

給湯設備 改修平面図

改修前 照明器具仕様図

改 修 前 平 面 図   電 灯 ・ 拡 声 ・ 自 動 火 災 報 知 設 備 撤 去 図

改修後平面図 電灯・ 拡声・ 自動火災報知設備

改修後 照明器具参考仕様図

付近見取図・ 配置図

付近見取図・ 配置図

機械設備工事特記仕様書

付近見取図・ 配置図

診療所 １階平面図

歯科診察室 天井伏せ 図・ 新設天井詳細図

歯科診察室 天井下地伏せ 図・ 既存天井詳細図

医 師 住 宅  カ ー ポ ー ト 平 面 図 ・ 立 面 図 ・ 基 礎 断 面 詳 細 図

仮設計画 配置図・ 平面図（参考図）



る 資 料 を 提 出 す る 。

※  施 工 管 理 技 術 者 は 、 工 事 に 相 応 し た 能 力 を 有 す る も の と し 、 資 格 等 の 能 力 を 証 明 す

４ .施 工 管 理 技 術 者

（ ４ ） Ｇ  印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ く 「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進

に 関 す る 基 本 方 針 (令 和 ４ 年 ２ 月 閣 議 決 定 )」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を 満 た す 物 品 を 示 す 。

ル ー フ ド レ ン

※図示　　・　　

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

製 　 笠 木
８ ． ア ル ミ ニ ウ ム ［ 3.9.2～ 3][表 3.9.1］

・ 図 示※ 改 修 標 準 仕 様 書 3.8. 3（ 6） に よ る

ル ー フ ド レ ン の 取 付 け

本 体 幅 （ 　 　 ） mm　  板 厚  （ ※  2.0　 ・ 　 　 ） mm

（ ・ オ ー プ ン 形 式 　 ・ シ － ル 形 式 ）

・  押 出 し  350形 ）・  押 出 し  300形

・ 板 材 折 り 曲 げ 形

（ ・  押 出 し  250形・ オ ー プ ン 形 式

部 材 の 種 類

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

種 別 （ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2よ り ） 　 ・ 　 種

表 面 処 理

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

張 掛 け 幅

・

・

・

材 種

（ ・ 縦 型

・  バ ル コ ニ ー 中 継 用

・  バ ル コ ニ ー 用

・  ろ く 屋 根 用 ・ 横 型  ）

種                  別

※ 改 修 標 準 仕 様 書 　 表 3.8.2に よ る 　 　 　

・

竪 樋 受 け 金 物 の 材 質 、 形 状 、 取 り 付 け 間 隔

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

※ 改 修 標 準 仕 様 書  表 3.8.4に よ る ）

防 露 材 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

（ 施 工 箇 所※  行 う

既 存 の と い そ の 他 の 撤 去 及 び 降 雨 等 に 対 す る 養 生 方 法 ※ 図 示

鋼 管 製 と い の 防 露 巻 き

多 雪 地 域 の 軒 ど い 取 付 け 間 隔 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

・ 耐 酸 被 覆 鋼 板 （ 製 造 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 表 面 及 び 裏 面 の 塗 装 の 種 類 （ 　 　 　 　 　 ）

・  表 面 処 理 鋼 板

７ ． と 　 い ［ 3.8.2～ 3][表 3.8.1～ 4］

・  配 管 用 鋼 管 ・・  硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管

と い の 材 種

深 さ 共 ５ ㎜ 以 上 と す る 。 そ れ 以 外 は 幅 ・ 深 さ と も １ ０ ㎜ 以 上 と す る

ガ ラ ス 回 り は 改 修 標 仕 5.14.3「 ガ ラ ス 溝 の 寸 法 、 形 状 等 」 に よ る 場 合 を 除 き 幅 ・ 　 　

・ コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 及 び ひ び 割 れ 誘 発 目 地 は 幅 ２ ０ ㎜ 以 上 、 深 さ １ ０ ㎜ 以 上 、

・ 図 示 に よ る

シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法

シ ー リ ン グ 材 の 接 着 性 試 験

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る ・  引 張 接 着 性 試 験 (部 位 　 　 　 　 　 ） ］［ ※  簡 易 接 着 性 試 験

９ ． 防 水 施 工

・  提 出 し な い

・  提 出 す る

保 証 書

笠 木 の 固 定 金 具 の 工 法

・

・

板 材 折 り 曲 げ 形 笠 木 の 取 付 方 法

※ 図 示

※ 図 示下 地 補 修 の 工 法

・ 行 わ な い

・ 行 う （ 範 囲  ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）既 存 笠 木 等 の 撤 去

６ ． シ ー リ ン グ

・ 図 示脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ 主 材 料 製 造 所 の 仕 様 に よ る

保護層

・設けない・設ける・

※Ｙ－２

・ＰＹ2

・ＰＹ1

・Ｘ-1Ｈ

・Ｘ-2Ｈ

・Ｘ－２

・Ｘ－１

・Ｘ-2Ｈ

・Ｘ-1Ｈ

・Ｘ－２

・Ｘ－１

・設けない

脱気装置

・設ける

・

・・

仕様による仕様による
・製造所の・製造所の・Ｌ４Ｘ

備 考
高日射反射率

Ｇ防水の適用
施 工 箇 所

脱気装置

・設けない・設ける

改修用ドレン

・設ける・設けない

・

・・

仕様による仕様による
・製造所の・製造所の

種類 使用量

仕上塗料
種 別工 法

・ＰＯＸ

５ ． 塗 膜 防 水 ［ 3.6 .2～ 3][表 3.6.1～ 2]］

・ 図 示 に よ る 　 ・ 　 　定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

機 械 式 固 定 工 法 の 場 合 の 一 般 部 の ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 張 付 け は 、 建 築 基 準 法 に よ り

・ Ｓ I-Ｍ 2
・ Ｓ I-Ｍ 1

・Ｓ-Ｍ2

４ ． 合 成 高 分 子 系

３ ． 改 質 ア ス フ ァ

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 防 湿 用 シ ー ト 　 ・ 設 置 す る 　 ・ 設 置 し な い

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2.0mm程 度押 え 金 物 の 材 質 .形 状 寸 法

部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ

・50mm

改修用ドレン

・設ける　・設けない・AS-J3

防 水

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3.4.1か ら 表 3.4.3に よ る

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

(厚さ）・25㎜　

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

規格に準ずるもの。

※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱
(材質）

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

防湿層

改修用ドレン

・ASI-J1

・ASI-T1

・P0ASI

・M4ASI

・M3ASI

・

脱気装置

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

[3.4.2～ 3][表 3.4.1～ 3]

・AS-J1

・AS-T4

・AS-T3

・AS-T1

・P0AS

・M3AS

・AS-J2

・AS-T2・M4AS

防 水 層 の 種 別

・

・

備 考工 法 種 別 施工箇所 Ｇ断熱材

Ｇ適用
防水の

高日射
反射率

・設ける　・設けない
脱気装置

ル ト シ ー ト

［ 表 3.3.1、 表 3.3.10］

保 護 層

(種類） ※ 図示

・ D-2

・ C-1

・ C-3
・ C-4

・ C-2

・  E-2

(厚さ）・25㎜　

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

規格に準ずるもの。

※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱
・ DI-2

・

(材質）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る （ 施 工 範 囲 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）屋 上 排 水 溝

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2.0mm程 度

押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法

・ 設 け な い

・ 設 け る・  E-1

・  P2E

・  P1E

種 別工 法

防 水 層 の 種 別

屋 内 防 水

施 工 箇 所

※ 図 示

の 張 り じ ま い 位 置

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 場 合 の 、 ル ー フ ド レ イ ン 回 り 及 び 立 上 り 部 周 辺 の 断 熱 材

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

屋 根 露 出 防 水
防 水 層 の 種 別

・

・

・

・設けない

・設ける

改修用ドレン

・設けない

・設ける

脱気装置

備 考工 法 種 別 施工箇所 Ｇ断熱材

・ DI-1

・ M4DI

・ M3DI

・ P0DI

・ D-1

・ P0D
・ M3D

Ｇ適用
防水の

高日射
反射率

・設ける　・設けない
改修用ドレン
・設ける　・設けない

脱気装置

・ M4C

表面材は不燃　耐衝撃性500ｇ　

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

２ ． ア ス フ ァ ル ト

・　　　　 )

(※JIS R 1250

・れんが押え

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

※ 図 示（　　　　　　）

・乾式保護材

・ 50mm

・ AI-2

・ B-2

・ P1BI

(厚さ）・25㎜

bA(スキン層あり)

・ BI-2

・ A-2

 ［ 3.3.2～ 5］ [表 3.3.3～ 10]
防 　 水 屋 根 保 護 防 水

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅱ 類 （ 一 般 地 仕 様 ）

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅰ 類 （ 寒 冷 地 仕 様 ）

養生したもの。
・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ

・ 乾 式 保 護 材

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3. 3.3か ら 表 3.3.9に よ る

タ イ ル 張 り 　 　 ※ 水 下 　 60㎜ 以 上
こ て 仕 上 げ 　 　 ※ 水 下 　 80㎜ 以 上

平 場 の 保 護 ｺﾝｸﾘｰﾄの 厚 さ

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 及 び 部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト
ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ

Ｇ断熱材

（材質）

厚さ0.15mm以上

クロス

70ｇ/㎡程度

※フラットヤーン

絶 縁 用 シ ー ト 立 上 り 部 の 保 護

・ BI-1

・ AI-3

・ AI-1

・ B-1

・ A-3

・ A-1

施 工 箇 所種 別工 法

・ P2AI

・ P1B

・ P2A

防 水 層 の 種 別

※JIS A 9521による押出法ポリ

スチレンフォーム断熱材3種

※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③による　　・ 

上り部等の処置

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

・  設 け る （ POAS、 POASI、 P0D、 P0DI、 P0S、 P0SI、 P0Xの 場 合 ）

改修用2重ドレン

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

既 存 防 水 層 の 下 地 補 修

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

（・ Ｍ４ＡＳ　　・ Ｍ４ＡＳＩ　　・ Ｍ４Ｃ　　・ Ｍ４ＤＩ　　・ Ｌ４Ｘ）
・ 行わない
・ 行う

・ 行わない

既存防水層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）既存保護層の撤去

[3. 2.3～ 6]

処 置

１ .既 存 防 水 層 等 の

施 工 数 量 調 査

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

調 査 報 告 書 の 提 出 部 数 　 　 ・ 2部 　 　 ・ 　 　

３

[2.2.1][表 2.2.1]

２

養 　 生

６ ． 既 存 部 分 の

※ 軽量鉄骨

※合板張り程度 ・無し

・片面・・

[2.3.1]養生の方法等

・ 既存家具、既存設備等

（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 既存ブラインド、カーテン等

・ 既存部分

・

備考塗装仕上げ

※ 木製

材質

・ 片面

充填塗装仕上材 （厚さ　㎜）

・ 木 厚さ　　㎜グラスウール

［表2.3.1］

・ 無し

・ 合板（9㎜）

単管※ Ｃ種

・ Ｂ種

・ Ａ種

下地

防炎シート

・ せっこうボード（9.5㎜）

種別

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

仮設間仕切りの種別と材質等

［2.3.2］

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・ 行 う （ ・ 工 事 に 必 要 な 範 囲 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）防 護 シ ー ト に よ る 養 生

・ 設 置 し な い

・ 設 置 す る （ ・ 枠 組 足 場 　 ・ 単 管 足 場 　 ・ 　 　 　 　 ）外 部 足 場
・ 設 置 し な い
・ 設 置 す る （ ※ 脚 立 、 足 場 板 等 　 ・ 　 　 　 　 ）内 部 足 場

Ｄ 種 ： 利 用 可 能 な 階 段 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

種 別 ・  Ａ 種 ・  Ｂ 種 ・  Ｃ 種 ・  Ｄ 種 ・  Ｅ 種

Ｃ 種 ： 利 用 可 能 な エ レ ベ ー タ ー （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

５ ． 足 　 場 　 等

防 音 パ ネ ル 等 を 取 り 付 け る 足 場 等 の 設 置 範 囲 　  ※ 図 示

・ 防 音 シ ー ト

２ ． 工 事 用 水

４ .騒 音 ・ 粉 じ ん ［ 2.1.3］・ 防 音 パ ネ ル

等 の 対 策

３ ． 工 事 用 電 力
・  利 用 で き な い・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

構 内 既 存 の 施 設

・  設 け な い

・  利 用 で き な い・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

構 内 既 存 の 施 設

１ ． 監 督 員 事 務 所

（ 規 模 及 び 仕 上 げ の 程 度 並 び に 設 置 す る 備 品 の 種 類 ・ 数 量 等 は 現 場 説 明 書 に よ る ）

・  設 け る

[2.4.1]

[1 .6.3]

[1. 6.2]

・  図 示

・  図 示

・  図 示

調 査 方 法

調 査 範 囲

15． 施 工 調 査

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

施 工 図

[1.9.1][表 1.9.1]

・ そ の 他 指 示 す る と こ ろ

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

施 工 範 囲

取 合 い

13． 設 備 工 事 と の

※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 　 ・ 　 　 　撮 影 箇 所 及 び 提 出 サ イ ズ 、 仕 様

完 成 写 真

[1.9.3]

[1.9.2]

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

保 全 に 関 す る 資 料 の 提 出 　 （ 　 ） 部

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

完 成 図 の 提 出 　 （ 　 ） 部

・ 　 　※ 標 準 仕 様 書 1.9.2及 び 1.9.3に よ る 。

工 事 完 成 時 の 提 出 図 書12.完 成 時 提 出 図 書

(d) 提 出 部 数 は 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

11． 施 工 図 及 び [1.2.3]

(C) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

(b) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

(a) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

施 工 計 画 書

採取箇所　・ 図示　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

（JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2）
定 量 分 析

・箇所数（ 　　　）

定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　）・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　）

分析方法

[1.5.1]

調　　査

工 　 　 法

９ ． 特 別 な 材 料 の

10.石綿含有建材の 事前調査

・ 分析による石綿含有建材の調査

  トレモライト

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

分析対象

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

※ 石綿含有建材の事前調査

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

[1.3.5]

[1.3.5]

・

工 事 車 両 駐 車 場 、 資 機 材 置 場 に つ い て

・

[1.4.2]

工 法 と す る 。

改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る

[1.4 .1]

※  改 修 標 仕  1.4.1 に よ る

環 境 へ の 配 慮(b)

原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。(a)８ ． 建 築 材 料 等

[1.3.5]

そ の 他 の 施 工 条 件

７ ． 施  工  条  件

・造園工事作業

・溶融ペイントマシンマーカー工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

配　管 ・建 築配管作業

・壁装作 業

・ボード仕上 げ工事作業

・カーペット系床仕 上 げ工事作業

・プラス チック 系 床 仕 上げ工事作業

・建築塗装作 業

・金属製 カーテ ン ウ ォ ール工事作業

・自動ドア施 工 作 業

・ガラス工事作業

・ビル用サ ッシ施工作業

・左 官作業

・鋼製下地工事 作業

・スレート工 事 作 業

・内外装板金作業

・タイル張り作業

・大工工事 作業

・石張 り作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・シーリング 防 水 工 事 作 業

・セメント系 防 水 工 事 作 業

・塩 化ビニル系シート防水工 事作業

・合成ゴム系シ ート防水工事作業

・アクリルゴム 系塗膜防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水 工事作業

・アスファルト防水工事 作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリー トブロック工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・構造 物鉄工作業

・型枠工事作業

・  鉄筋組立て 作 業

・とび作業

造　園

路面標示施工

表　装

内装仕上げ施 工

塗　装

カーテンウォール施工

自動ドア施 工

ガラス施工

左　官

サッシ施 工

内装仕上げ施 工

スレート施工

建築板金

 建築大工

タイル張り

石材施工

防水施工

施工
エーエルシーパネル

ブロック建 築

鉄　工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

と　び

植栽工事

舗装工事

排水工事

内装工事

塗装工事

カー テンウォール工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根・とい工事

木　工　 事

タイル工事

石　工　事

防水 工事

セメント板工事

ALCパネル、押出成形

コンクリートブロック

鉄骨工事

コ ンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事

技能検 定 の 作 業の種別職　種適用工事 種別

１

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 整 備 課

本 設 計 図 書 に お け る 「 標 準 詳 細 図 」 他 は 、 次 の 基 準 を 指 す 。

・
下地

・PCｺﾝｸﾘｰﾄ

・ 行 う （ ※ 図 示  ） 　 ・ 行 わ な い

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 （ 種 別 Ｓ -Ｆ 1、 Ｓ 1-Ｆ 1の 場 合 ） の 入 隅 部 の 増 張 り

・ 行 う (・ 図 示 　 ） ・ 行 わ な い ）Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 の 入 隅 部 の 増 張 り

・ 行 う (・ 図 示  ） ・ 行 わ な い接 着 工 法 の Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 下 地 の 目 地 処 理

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 製 造 所 の 指 定 に よ る

※  発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト絶 縁 用 シ ー ト の 材 質

防水層の種別屋内防水

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

・
6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

Ｐ1Ｓ工法の

種別

・

※改修標準仕様書※改修標準仕様書

・

※7mm以下
・・・Ｓ-Ｃ1

モルタル塗り
立上り部の保護平場のモルタル塗り

・下地モルタル塗り・床塗り工法塗り厚さ

施 工
箇 所

保　護　層

・50mm

・50mm(厚さ)・25mm　

・Ｓ-Ｍ1
・Ｓ-Ｆ２ 

・Ｓ-Ｆ１ 

仕様による

仕様による仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

高日射反射率

防水の適用

(3)(エ)(ｂ）による

(3)(エ)(b）による

）・  あ り  （ 処 理 方 法 ：種 類 ：

 [3.1.4][3.7.2～ 8]［ 表 3.7.1］

・  適 用 す る   ・ 適 用 し な いエ ッ ジ ン グ 材 張 り

・  適 用 す る 　 ・ 適 用 し な いボ ン ド ブ レ ー カ ー 張 り・  ブ リ ッ ジ 工 法

・  拡 幅 シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  シ ー リ ン グ 充 填 工 法

シ ー リ ン グ 改 修 工 法 の 種 類

 [3.5.2～ 4][表 3.5.1～ 3]

シ ー ト 防 水

ル ー フ ィ ン グ

[1.3.12]

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 （ 記  号 ）施    工    箇    所

下 表 以 外 は 、 改 修 標 仕  表 3.7.1に よ る 。

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

・Ｓ３ＳＩ

・Ｓ３Ｓ

・

・

・

・

種類 使用量

仕上塗料

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

Ｇ

脱気装置

・設けない・設ける

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設けない・設ける

改修用ドレン

・設ける・設けない

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

備 考Ｇ断 熱 材種 別  
箇 所
施 工

・ Ｓ I-Ｆ 2
・ Ｓ I-Ｆ 1

(厚さ)・25mm　

※改修標準仕様書3.5.2

※改修標準仕様書3.5.2

防 水 層 の 種 別

・Ｍ４Ｓ ・ Ｓ -Ｍ 1
・ Ｓ -Ｍ 2

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ４ＳＩ
・Ｍ４ＳＩ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｓ４Ｓ

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ-Ｆ1

工 法

６ ． 技 　 能 　 士 [1.6.2]

５ ． 電 気 保 安
[1.3.3]技 術 者

・  適 用 す る

[1.3.2]

・

図 面 、 本 特 記 仕 様 書 、 標 準 仕 様 書 及 び 改 修 標 準 仕 様 書 に 記 載 の な い 事 項 は 次 の 基 準 に よ る

５ ． 工 事 範 囲

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ 　 ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

Ⅱ ． 改  修  工  事  仕  様

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

２ ． 特  記  仕  様

１ ． 共  通  仕  様

適 正 に 処 理 す る こ と 。

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

・  本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

※  現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

）（現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

※  上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

・  あ り  （

※  な し

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※  な し

引 渡 し を 要 す る も の

）

３ ． 発  生  材  の

２ ． 工 事 実 績 情 報

１ ． 適  用  基  準

改修工事 特記仕様書

3-2

[1.1.4]

４ ． 工 事 規 模

３ ． 工 事 種 別

２ ． 敷 地 面 積

処 　 理 　 等

の 　 登 　 録

1-2

（ 工 事 カ ル テ ）

・  適 用 す る

特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項項 　 　 　 　 目章

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

照 明 機 器 等 改 修 工 事
宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所

建築意匠図

Ａ－０１
Ａ３

Ａ１ ００

図面区分

図面番号

コ ー ド 番号縮尺図面内容特 記改定内容改定月日
設計担当者

履 行 年 月 日製 図検 図承 認管 理 建 築 士

特記仕様書 №１

工事名 宮古市国民健康保険新里診療所照明機器等

１ ． 工 事 場 所 宮古市茂市第１地割地内 （ 用 途 地 域 ： 指 定 な し   防 火 地 域 ： 指 定 な し ）

12, 144  ㎡

改 修 工 事 （ カ ー ポ ー ト ： 増 築 工 事 ）

延 べ 床 面 積 ： 597. 14㎡ カ ー ポ ー ト ： 17. 12㎡

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。

建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 最 新 版 ）

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 最 新 版 ）   国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

各
 
章
 
共
 
通
 
事
 
項

一
 
 
般
 
 
共
 
 
通
 
 
事
 
 
項

仮
 
 
設
 
 
工
 
 
事

防
 
 
水
 
 
改
 
 
修
 
 
工
 
 
事

防
 
 
水
 
 
改
 
 
修
 
 
工
 
 
事

施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合

   貸与 資料 （   石綿分 析調 査 報 告書                      ）

仮設間仕切り 及び 仮設扉の 設置箇所   ・  図示  ・  

・  備品、 机、 ロ ッ カ ー 等の 移動

養生の 方法（※ ビ ニ ル シ ー ト , 合 板  ・      ）
養生の 方法（※ ビ ニ ル シ ー ト 等  ・      ）
養生の 方法（・  ビ ニ ル シ ー ト 等  ・      ）
保管場所 （・  図示  ・           ）

・ 照 明 器 具 Ｌ Ｅ Ｄ 化 、 天 井 改 修 （ 歯 科 診 療 室 ） 、 給 湯 管 ・ 給 湯 機 器 改 修 、 浄 化 槽 設 備 改 修

・ カ ー ポ ー ト 増 築 ： 17. 12㎡ に 伴 う フ ェ ン ス 一 時 撤 去 再 設 置

・ 施 設 を 使 用 し な が ら の 工 事

診 療 施 設 で あ る た め 衛 生 に 配 慮 し た 施 工 と す る こ と 。

―

―

・  特殊養生（図示）

3

2



照 明 機 器 等 改 修 工 事
宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所

建築意匠図
Ａ３

Ａ１ ００

図面区分

図面番号

コ ー ド 番号縮尺図面内容特 記改定内容改定月日
設計担当者

履 行 年 月 日製 図検 図承 認管 理 建 築 士

[6 .5 .2 ]

２ . 既 存 床 の 撤 去 、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

5-2

製 建 具

・ 適 用 し な い

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

鋼 板 の 厚 さ 　 ・ 　 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.5.1に よ る

・ カ ラ ー 鋼 板 　 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）Ｇ

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

耐 震 ド ア セ ッ ト

鋼 板

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・ 適 用 す る 　（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

性 能 等 級

性 能 等 級

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）耐 震 ド ア セ ッ ト

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

６

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

１ ． 改 修 範 囲 [6.1.3]

6-2
８ ． 鋼 製 軽 量 建 具 5-3

・ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　

※ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ ア ル ミ ニ ュ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

[5.6.2～ 5]

ス テ ン レ ス 鋼 板 ※ SUS 304   ・ SUS 430J1L 　 ・ SUS 443 J1  

※  Ｈ Ｌ 仕 上 げ ・ 鏡 面 仕 上 げ

曲 げ 加 工 ※  普 通 曲 げ ・  角 出 し 曲 げ

フ ィ ル ム

種 類
記 号

内 貼 り 用 外 貼 り 用
そ の 他 の 性 能 等

・ 日 射 調 整 フ ィ ル ム Ｇ

・ 低 放 射 フ ィ ル ム

・ 衝 撃 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ 層 間 変 位 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ ガ ラ ス 貫 通 防 止 フ ィ ル ム

・ Ｓ Ｃ -2・ Ｓ Ｃ -1

・ Ｌ Ｅ

・ Ｇ Ｉ -1 ・ Ｇ Ｉ -2

・ Ｇ Ｄ -1

・ Ｓ Ｆ

品 質 　 JIS A 5759に よ る

[5.13.5]

建 具 の 種 類

・  ガ ス ケ ッ ト

ガ ラ ス 留 め 材

ガ ラ ス 留 め 材 及 び 溝 の 大 き さ

ア ル ミ ニ ウ ム 製
・  シ ー リ ン グ 材

ガ ラ ス 溝 の 大 き さ (mm)

品 　 　 種

・  熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス ・ 2種

・ 1種

性 能 色 　         調

・  ブ ロ ン ズ・  グ レ ー・  ブ ル ー・  熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス

・  複 層 ガ ラ ス

品 種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分断熱性の区分

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン
・ 断 熱 複 層 ガ ラ ス

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・  熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

品 種

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

日 射 遮 へ い 性

・  1種

・  2種

・  3種

A種

耐 久 性 に よ る 区 分

・ A種 ・ B種

B種

色   調

・ ブ ル ー

・ グ レ ー

・ ブ ロ ン ズ

・ シ ル バ ー

反 射 被 膜 面 ・  内 面 ・  外 面

映 像 調 整 ・  行 う ・  行 わ な い

・  倍 強 度 ガ ラ ス

・  ブ ロ ン ズ

・  フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・  グ レ ー ・  ブ ル ー

色 　       　 調材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 厚 さ (mm）

・ グレイジングチャンネル形

・鋼 製 軽 量

ス テ ン レ ス 製
・  シ ー リ ン グ 材

・

・  シ ー リ ン グ 材

樹 脂 製

 鋼 製 及 び

[3.7.2]

・  合 わ せ ガ ラ ス

※ 建 具 表 に よ る

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

・ 型 板 ガ ラ ス 　 　 ※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

・ 特 記 仕 様 書 に 無 き 種 類 ・ 品 質 ・ 厚 さ 等 は 図 示 （ 建 具 表 ） に よ る

・  強 化 ガ ラ ス

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・  フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・  型 板 強 化 ガ ラ ス

・  Ⅰ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・  Ⅲ 類

シ ョ ッ ト バ ッ ク 衝 撃 特 性材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 種 類

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

・ Ⅰ 類 ・ Ⅱ -1類 ・ Ⅱ -2類 ・ Ⅲ 類

構 成 種 類品 種

破 片 の 状 態 及 び

セ ク シ ョ ン 材 料

に よ る 区 分
ガ イ ド レ ー ル

の 材 質

収 納 形 式

に よ る 区 分

開 閉 方 式

に よ る 区 分

※ 溶 融 亜 鉛

め っ き 鋼 板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

・1250

・1000

・750

・500

・ ステンレス鋼板

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 タ イ プ ※ 図 示

ド ア

開 閉 形 式 ※  手 動 式 ・  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ）
[5.11.2～ 4]

スラットの材質 ・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

シ ャ ッ タ ー の 種 類

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  管 理 用 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値
引 戸 装 置

[5.5.2～ 4]

[5.4.2]
９ ． ス テ ン レ ス

１ ０ .木 製 建 具
[5.7.2]

表 面 仕 上 げ

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 （ 表 5.3.1）

建 具 材 の 含 水 率 ※ A種 　 ・ B種

フ ラ ッ シ ュ 戸 、 戸 ぶ す ま の 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

・ 改 修 標 準 仕 様 書 5.7.2（ ２ ） （ イ ） （ a） ② に よ る

表 裏 面 の 状 態 に よ る 区 分 （ ・ DV　 ・ DO　 ・ DC）

ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ フ ァ イ バ ー ボ ー ド （ Ｍ Ｄ Ｆ ） の 表 裏 面

接 着 剤 に よ る 区 分 （ ・ U　 ・ M　 ・ P）

曲 げ 強 さ に よ る 区 分 （ ・ 30 ・ 25 ・ 15）

難 燃 性 に よ る 区 分 （ ・ 難 燃 2　 ・ 難 燃 3）

枠 及 び く つ ず り の 材 料 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

フ ラ ッ シ ュ 戸 の い ん ろ う 付 き 召 し 合 せ 　 ・ 採 用 す る 　 ・ 採 用 し な い

ふ す ま 、 戸 ぶ す ま の 縁 の 仕 上 げ ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

か ま ち 戸 の 樹 種 ・ か ま ち 材 （ 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 　

・ 鏡 板 　 （ 　 　 　 　 ） 　

ふ す ま 種 別 　 　 ・ Ⅰ 型 　 ・ Ⅱ 型

上 張 り （ 押 入 等 の 裏 紙 以 外 ） 　 　・ 鳥 の 子 　 ・ 新 鳥 の 子 又 は ビ ニ ー ル 紙 程 度

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置

・ 建 具 表 に よ る

マ ス タ ー キ ー の 製 作 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い

・ 既 存 の マ ス タ ー キ ー に 合 わ せ る

鍵 箱 　 　 ・ 有 り 　 　 ・ 無 し

金 物 の 種 類 及 び 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

１ １ ． 建 具 用 金 物 [5.8.2～ 4]

※  改 修 標 仕  表 5.8.1及 び 表 5.8.2に よ る

開 閉 装 置

自 動 ド ア

※ 改 修 標 準 仕 様 書

・
・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 行 う

(適 用 箇 所

は 建 具 表

に よ る ）

・ 行 わ な い

防 錆開 閉 装 置 の 性 能 凍 結 防 止

・ SSLD-1

・ DSLD-1

・ 光 線 (反 射 )セ ン サ ー

・ 熱 線 セ ン サ ー

・ 音 波 セ ン サ ー

・ 光 電 セ ン サ ー

・ 電 波 セ ン サ ー

・ 図 示 ・

・ DSLD-2

・ SSLD-2

・タッチスイッチ（無線式）

・タッチスイッチ（光線式）

・ 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・車椅子使用者用便房スイッチ

表 5.9.1に よ る

[5.9.2～ 3]

引 戸 用 検 出 装 置

車 椅 子 使 用 者 便 房 の 開 閉 ス イ ッ チ

戸 の 開 閉 方 式 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 大 型 （ 開 ・ 閉 ） 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・ 非 接 触 ス イ ッ チ

１ ２ ． 自 動 ド ア

※  改 修 標 仕  表 5.10.1に よ る

[5.10.3]１ ３ ． 自 閉 式 上 吊 り

1４ ． 重 量 シ ャ ッ タ ー [5.11.2～ 3]

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

開 閉 方 式 の 種 類 ※  電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  手 動 式

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

急降下制御装置又は急降下停止装置

障害物感知装置の設置個所

※建具表による

※建具表による

危害防止機構の設置個所 ※建具表による

・

・

・

屋 内 防 火 シ ャ ッ タ ー 若 し く は 防 煙 シ ャ ッ タ ー の 危 害 防 止 機 構

・ 設 け る 　 　 ※ 障 害 物 感 知 装 置 （ 自 動 閉 鎖 型 ）

・ 可 動 座 板 式
・ 設 け な い

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 　 　・ 設 け る 　 　 ・ 設 け な い

ス ラ ッ ト 及 び シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 用 鋼 板

鋼 板 の 種 類 ・ JIS G 3302(溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

・ JIS G 3312(塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

15． 軽 量 シ ャ ッ タ ー

耐 風 圧 強 度 　 　 　 （ 　 　 　 ） pa

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

[5.13.2～ 4]

又はSUS443JI
（※SUS304,SUS430JIL,

・　　　　　　）

1６．オーバーヘッド

1７ ． ガ 　 ラ 　 ス [5.14.2～ 4] [図 5. 14.1]

※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

品 種 、 厚 さ 及 び 網 又 は 線 の 形 状

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

1８ .ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材

・ 設 け な い

力 骨 　 　 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 （ SUS304) ・

寸 法 　 ※ 径 5.5ｍ ｍ ・

・形 状 　 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 　 　 ・ 図 示

形 状 　 　 ・ 図 示

・
・

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

工 法

・ 設 け る （ 形 状 　 ※ 図 示 　 ）

表面

形状

正方形

呼び寸法
(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側
※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地

(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

幅10～25

建 築基 準法 に基づ き定 まる 風圧 力に 対応 した工 法

目 地 部 の 力 骨 の 補 強 方 法

・図 示に よる 　・ 　　

※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示

1９ .ガ ラ ス 用

３ . 既 存 壁 の 撤 去 、

及 び 下 地 補 修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2]

・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

※ 改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量
[6.5.2]

（ b） に よ る

※  Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

４ .木 材

寸 法 （ mm）

※2級

・
・図示

※2級
・図示

・

「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 製 材Ｇ５ ． 製 　 材

・ 下 地 用 製 材

等 級

・ B種

※ A種  

※ A種  

保存処理

寸 法 （ mm）

※上小節

・
・図示

・
・図示

　

等 級 含 水 率

※ A種  

※ A種  

・ B種

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ 広 葉 樹 製 材

・図示

・図示

寸 法 （ mm）

・

※１等

等 　 級

※１等

・

含 水 率

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含 水 率 備 考

備 考

備 考

[6.5.2]

・ B種

・ B種

・ 造 作 用 製 材

※小節以上

施 工 箇 所

施 工 箇 所

施 工 箇 所

・ 「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 製 材

造 作 材 の 場 合
（ 　 　 　 　 　 　 ）

造 作 材 の 場 合

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

材 面 の 品 質 防 虫 処 理 含 水 率

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

（ 　 　 　 　 　 　 ）

・図示

寸 法

（ mm）

・図示

施 工 箇 所 備 考

[6. 5. 2]Ｇ６.造作用集成材

・建 築用 ガス ケッ ト

・グ レイ ジン グビ ード

含 水 率
（ mm）

厚 さ
施工箇所

※ 14％ 以 下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

※ 14％ 以 下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防 虫 処 理
（表面 の化粧加工）

表 面の品質

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

　

施工箇所

・ Ｃ Ｌ Ｔ （ 直 交 集 成 板 ）Ｇ

品　名 強度等級 種 別
接 着 性能
(使用環境）

寸 法

（ mm）
樹 種 名

・図示

・図示

[ 6. 5.2 ]

Ｇ

施工箇所

・ 適 用 す る

・ 適用しない

防 虫 処 理表 板 の 品 質接着の

程度樹種名

単板の

(mm)
厚 さ

品名

・

※ 5.5

・

・普通合板

８. 下地用合板等 下地用合板等

・ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 表 示 が な い 場 合 は 改 修 標 準 仕 様 書 6.5.2（ 1） （ ウ ）

間 伐 材 等 の 適 用 ・ 適 用 す る

積 層 材 Ｇ

７ . 造 作 用 単 板

（表面の化 粧 加 工 ）
表面の品 質厚 さ

（ mm）
施工箇 所 品名

・

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・ ・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防虫処 理

品名施工箇所

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

寸法（ mm） 見付材面数 品質
見 付け材面の

樹種

・ 造 作 用 集 成 材

　

・ 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材
　

施工箇所
寸 法

品質
見付材面数化粧薄板の

厚さmm）

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

・図示

（ mm）樹種品名

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

見付け材面の

施工箇所 寸法（ mm）樹種
見付け 材 面の

品質

・

・

含水 率

※15%以下

※15%以下

・図示

・図示

施工箇所
見付け材

面の品 質
化 粧薄板の
厚さ (mm)

寸 法

（ mm）
樹 種

・図示

含水率

・図示化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材： ・

※15%以下

※15%以下

・

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

造 作 用 集 成 材

造 作 用 単 板 積 層 材

施 工 箇所

Ｇ・構造用合板

板 面 の

品質

厚 さ
(mm)

強 度 等 級防 虫 処 理
樹種名

以 上

・ 1級

・ 1級

単板の

※ 2級

等級品名

・ 2級

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

そ の 他 の 場 合 　 ※ 1類 以 上 　・

※１類

・２類

広葉樹

針葉樹

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上
・

※Ｃ-Ｄ以上

・

・

※12

・

・

保存処理

の適用

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・化粧 ばり構造 用合板

施工 箇所

Ｇ

防 虫 処理接 着 の 程度単板の樹種 名厚さ（ mm）品名

・１類

・特類

・

・ 適用する

(           )

・

施工箇所
厚 さ

（ mm）

・ 天 然 木化粧 合板 Ｇ

防 虫 処 理接 着 の 程 度化粧板に使用する単板の樹種名

・１類

・ 2類

・ 適用する

(           )

・

・特殊加 工化粧合板 Ｇ

・適用する

（　　　　）

防虫処理化粧加工の方法

・・

単板の

程度

接着の

・ 1類

・ 2類

厚さ（ mm）施工箇 所 品名

・

樹種名

・オーバーレイ

・塗装

・プリント

※  15

 (12.2.1)

施工箇所

・パーティクルボード

表裏面の状態
によ る区分 に よ る 区 分

厚 さ （ mm）難 燃性
に よ る 区 分

耐 水 性曲 げ 強 さ
による区 分

・ ・・

Ｇ

※ 13ﾀｲﾌﾟ

・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・MR1(M)又は
MR2(P)タイプ

・

 (12.2.1)・ 構 造 用パ ネル

施工箇所 厚 さ （ mm）品 　 　 名

・

・

・

・

施 工箇所

・ミディアムデ ン シ テ ィーファ イ バ ー ボ ード（ＭＤＦ）

表 裏 面 の 状 態
による 区 分 に よ る 区 分

・

曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

接 着 剤厚さ
（ mm）

・

・

に よ る 区 分
難 燃性

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

10. 防腐、防蟻処理 ［6.5.5］

９.接着剤
［6.5.3～4］

接着剤（木れんが用接着剤を含む）のホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆

・薬剤 の 塗布による防腐・防蟻処 理

・薬剤の 加圧注入による防腐・ 防 蟻 処 理

保 存 処 理 性 能 区 分

・ Ｋ ２ 　 　 ・ Ｋ３　　・Ｋ４

・ Ｋ ２ 　 　 ・Ｋ３　　・Ｋ ４

薬 剤 の 種 類処 理 の 方 法

・ ・

適用部材

適用 部材

※薬剤の製造所の仕様による ・

適 用 部位：（　　　　 　　　 　 　 　 　 ）

・ 薬剤の 接着剤への混入に よる 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

適 用 部位 ：（　　　　　　　 　 　 　 　 ）

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・合板 等の加圧注入による 防 腐 ・防蟻処理

・防 虫処理の適用
適用部 位：（　　　　 　　　　　　　） 保 存 処理の性能区 分 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

建
 
 
 
具
 
 
 
 
改
 
 
 
修
 
 
 
工
 
 
 
事

建
 
 
 
具
 
 
 
 
改
 
 
 
修
 
 
 
工
 
 
 
事

内
 
 
装
 
 
改
 
 
修
 
 
工
 
 
事

内
 
 
装
 
 
改
 
 
修
 
 
工
 
 
事

特記仕様書 №２ Ａ－０２

・図示
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建築意匠図
Ａ３

Ａ１ ００

図面区分

図面番号
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6-3
［6.6.2～4］１１. 軽量鉄骨天井下地

備　考

[6.8.2～3]

6-4 [6.10.2～3] 6-5
[7.1.3]１. 材　料７

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

[6.7.3][表6.7.1]
スタッド、ランナーの種類

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

１２. 軽量鉄骨壁下地

１３. ビニル床シート

ゴ ム 床 ﾀｲﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床 ﾀｲﾙ

ビニル床タイル [6.8.2]Ｇ

・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）

 ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質

高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100

厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 

１５. 合成樹脂塗床

塗り
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

[6.17.2～3]２２. セルフレベリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　

施
釉

無
釉

特
注

標
準

施工箇所

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質 ・

塗厚（㎜）　・ 

種類の記号

※ FS

・

色　柄 厚さ(mm)

※ 2.0

・

・ 柄物

特殊機能

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

施工箇所

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

・

種類の記号

※ＫＴ

・ＴＴ

・ＦＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

色　柄

・ 無地

・ 柄物

寸法 (㎜)

・ 300×300

・ 500×500

・ 450×450

特殊機能

・ 2.5

・ 3.0

※ 2.0

厚さ(mm) 備　考

・ 帯電防止

・ 防滑性

・

Ｇ１４. カーペット敷き

・

・ ・

・ ・

・

Ｇ

工法 樹種 厚さ(㎜)

※ なら

※ なら

※ なら

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

15

・12以上

[6.11.2～6]

ブロック１等

１６. フローリング張り

・8以上

※ な ら

・

種 　 　 類 樹 　 種工 　 　 法 種 別

フローリング

・天然木化粧複合

・ 接 着 工 法

※ な ら

・
・ 釘留め工法
（直張り）

（根太張り）
・ 釘留め工法

複合フローリング Ｇ

[6.12.2]１７. 畳敷き

種別

備考(参考型番）

※ 規制対象外

※ 規制対象外

下地面の種類

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

・

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

屋内 　　※19型　　・25型

野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　

工法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法
・図示による

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

あと施工アンカーの引張試験　　　・ 行う

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

補強箇所　　　※ 図示　　 

・開口部の補強

つりボルトの増つりを行う。
・図示による

※  改修標準仕様書 6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

・補強野縁及び、野縁受の追加による。野縁受のはね出しは150㎜以下となるように

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示による　　 

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 無地

ゴム床タイル [6.8.2]

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満帯電防止

[6.8.2]

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

※床材製作所の仕様による

[表6.8.1、表6.8.2]

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ [6.8.2]

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

※ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500×500

・

※ 500×500

※  500×500

総厚さ (㎜)寸法 (㎜) 備  考 施工箇所種  別パイル形状

※ 　 　 　

※ 　 　 　

※ 　 　 　

・

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・　　　　　）

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

レベルループパイル

カット、ループ併用

パイル長さ (㎜)

    5～7

    4～6

    4 3kv 以下

パイル形状 工　法 帯電性 備考(参考品番）

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

・ タフテッドカーペット

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・ タイルカーペット

・ 柄物

色柄等 帯電性 備考(参考品番）

※ 無地

・ 適用しない

・ 適用する

（標準品）・

・ カットパイル

・ ループパイル

カット、ループ併用

パイル形状 織り方

・ ウィルトン

・ ダブルフェース

アキスミンスター・

・ 織じゅうたん

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

・

無地の織じゅうたんの種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種

接合方法　　※ヒートボンド工法

[6.9.2～3][表6.9.1～2]

タイルカーペットの敷き方

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

平場

階段部分

見切り、押え金物

種類（　　　　　　　）

形状等　※図示 ・

材質（　　　　　　　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

[6.9.2～3]

[6.9.2～3]

[6.9.2]

・ 釘留め工法

単層フローリング

種類

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

種 類

工 　 法 仕 上 げ の 種 類 施 工 箇 所種 　 別

・ 厚 膜 型 塗 床 材

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

・ 厚 膜 型 塗 床 材

（エポキシ樹脂系塗床材）

・ 薄 膜 型 塗 床 材

（エポキシ樹脂塗床材）

※ 平滑 仕上

・ 防 滑 仕 上

・ 平滑 仕上

※ 平滑 仕上

・ 防滑 仕上

・ つや 消し仕 上

・ 樹 脂 モ ル タ ル 工 法

・ 厚 膜 流 し 展 べ 工 法

・ 薄 膜 流 し 展 べ 工 法

幅及び長さ (㎜)

幅及び長さ (㎜)

標準仕様書　表6.11.1による

標準仕様書　表6.11.3による

標準仕様書　表6.11.5による

※ なら 15

・ C種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ B種

・ C種

・ A種※ な ら

・

標準仕様書　表6.11.2による

標準仕様書　表6.11.4による

標準仕様書　表6.11.6による

・ フローリング

ボード１等

・ フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

現場塗装仕上

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り
・ 行わない

間 伐 材 等 の 適 用 ・ 適 用 す る

・ A種　・ B種　・ C種　

・ D種 （畳床：・ＫＴ-Ⅰ  ・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

・ 衝 撃 緩 和 型 畳 畳 表 （ JIS A 5902） 　 ・ Ｃ 1　 ・Ｃ 2　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

9.5

9.5（準不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5（不燃）

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 30　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

[6.13.2～3]

・ 凹凸タイプ

・ 普通木片セメント板

・ せっこうボード

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード 32Ｋ・

・

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 2 5 　

種　　類 厚さ (㎜)、規格等

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

タイプ２（無石綿）　　　

・ フラットタイプ

（・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　）

（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（・不燃　・準不燃 ）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

（トラバーチン模様）

・6　・8

１８. せっこうボードその他

ボード及び合板張り

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

・ 普通合板 Ｇ

接着の程度（・１類　・2類　）

・ 防虫処理 

Ｇ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ ・ 塗装

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）

・ 内装用　　・ 外装用

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

ミディアムデンシティファイバーボード

・ 単板オーバーレイ プラスチックオーバーレイ

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

材料のホルムアルデヒド放散量

・　改修工事標準仕様書６．１３.２(b)(c)(d)による

接着剤のホルムアルデヒド放散量

・　※　F☆☆☆☆

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類の張付け　　　・ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　

・　継目処理工法

・　突付け工法

・　目透し工法

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 プラスチック 無機質 その他
防火種別

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

[6.14.2～3]

備考(参考品番）

１９. 壁紙張り

材 料
２０. モルタル塗り [6.15.3～6]

・ 防水剤の品質・性能

品質・性能項目

防水剤の種別

セメント重量の5％以下

凝結及び安定性

混合割合

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

（凝結）

・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

（安定性）

吸水比

透水比

95％以下

80％以下

曲げ及び圧縮強度比 70％以上

ホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ Ｂ種　 

せっこうボード面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　

施
釉

無
釉

特
注

標
準

耐
滑
り
性

施工箇所

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考(参考型番）

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

・MCR工法　・目荒し工法

２１. タイル張り [6.16.2～4]
伸縮調整目地の位置

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）

床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

コンクリート素地面の処理

壁タイルの種類・大きさに応じた工法

内装タイル（小口平、二丁掛、100角） ・密着張り
・改良圧着張り

ユニットタイル（内装タイル以外） ・マスク張り

・モザイクタイル張り

タイルの形状、寸法等
・接着剤によるタイル張り

※改修標準仕様書表6.17.2による

[7.2.1～7]［7.3.1～7］２. 下地調整・素地ごしらえ

※Ｂ種　・Ａ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

※ Ａ 種 　

木部屋内 ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　　塗り（ＳＯＰ）

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

４. 塗装

工　程

・合成樹脂調合ペイント

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

※Ｂ 種　

塗料（・油性　・水性） － －

・Ａ種※Ｂ 種　

※Ｂ種　 ※Ｂ種　・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗付け量

２種

種類
工程

塗料その他

規格番号 規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による
JIS K 5675

（㎏/㎡）

反射率塗料塗料塗り

３. 錆止め塗料塗り [7.4.2～3]

工程

鉄鋼面

塗装面

※ Ｂ 種 　

新規見え掛り

新規見え隠れ

ＳОＰ

ＤＰ

錆止め塗料塗りの種別

※Ａ種

塗料種別

※Ａ種

※Ａ種

塗替え

塗替え ※ Ｃ 種 　・

・

新規見え掛り

塗替え

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

・

・

・

亜鉛めっき鋼面

ＥＰ－Ｇ

ＳОＰ

ＥＰ－Ｇ

ＤＰ

新規見え掛り

新規見え掛り

新規見え隠れ

※Ｂ種

※Ｂ種

塗替え 下地調整RA種 ※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

新規見え掛り

及びRC種
※Ｅ種

新規見え隠れ

※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種 ・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※ Ｃ 種

※ Ｃ 種

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

※Ａ種 ・

※Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ｃ 種 　

※Ｂ種　・　

表7.4.6による
改修標準仕様書 

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

ＡＬＣパネル面

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

せっこうボード面、

その他ボード面
※ Ｒ Ｂ 種 　

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）、

・

・

・

・

・

・ＲＣ種

・

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・Ｂ種　　・Ａ種

・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

木部
不透明塗料塗り

透明塗料塗り

※ Ｒ Ｂ 種 　

塗替えの下地調整 新規塗装の素地ごしらえ

・　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

・ＲＢ種

※Ａ種

※Ｂ種

・行う

・行う

　　　－

　　　－

　　　－

・行わない

・行わない

・行う

　　　－

・行わない

・行う

・行わない

ひび割れ

部の補修

　　　－

　　　－

※Ｃ種（ＤＰの場合※Ｂ種）

※Ｂ種

継目処理工法

その他の工法

※Ａ種

※Ｂ種

※ 塗替え面積の （　　％）　　・ 図示　　 

・ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・現場調合材料（セメントは改修共通仕様書6.15.3による）

塗替え

下地調整RB種

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

・※ Ｂ 種 　

・

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

・ 　

※ Ａ 種 　・ 　※ Ａ 種 　

・Ａ種 ・Ａ種

せっこうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）の塗替えの場合のしみ止め

※ 改修標準仕様書 7.9.2（2）による　　・ 

　※改修標準仕様書7.9.2（2）により、工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

[7.5.2～7.13.2]

※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ Ｂ 種 　 ・Ａ種　・Ｂ種・

屋根用高日射

塗
装
改
修
工
事

※　F☆☆☆☆

特記仕様書 №３ Ａ－０３



Ｎ

Ｎ

宮古市国民健康保険新里診療所

宮古市新里総合事務所

至宮古

刈屋川

ＪＲ茂市駅

国
道

10
6号

線

閉伊川至岩泉町

繁の木橋 日蔭橋

国道340号線

至盛岡

市道

検査済証

確認済証 平成20年08月25日

第 Ｈ20計認建築限定宮古00001号

宮古市建築主事　

平成21年02月06日

第 Ｈ20計済建築限定宮古00001号

宮古市建築主事　

※既存建物（医師住宅）：平成20年度新築

ｍ）

鉄塔（東電）

キュービクル

倉庫

市　道　（幅員６

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

物干場

浄化槽

浄化槽

改修建物
宮古市国民健康保険新里診療所

山
田
線

至腹帯駅

保健セ ン タ ー

敷地境界線

配　置　図 Ｓ＝１／６００

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００Ａ１

Ａ３
建築意匠図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

既存建物

（医師住宅）

1,550 580

1,550
4
,6

00
2
,2

98

6,
89

8

：

：

：

：

：

：

：

： ｍ

ｍ

既存建物概要
用途

構造規模
建築面積

２階床面積
１階床面積

延床面積
最高の 高さ

軒の 高さ 3. 400
5. 038
102. 68 ㎡

102. 68 ㎡
  0. 00 ㎡

107. 86 ㎡

木造 平屋建て
一戸建て の 住宅

15. 90

32.
23

18. 10

医師住宅敷地面積

32. 23× 18. 10× 0. 5 ＝291. 6815
32. 23× 15. 90× 0. 5 ＝256. 2285

敷地面積＝547. 91

敷
地

境
界

線

既存浄化槽
CE-5型

± 0. 00

± 0. 00

+0. 130
+0. 290

± 0. 00

-0. 100

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

増築位置
カ ー ポ ー ト

1/600

1/300

申請地番：宮古市茂市第１地割115-4の 一部

テ ゛ イ サ ー ヒ ゛ ス セ ン タ ー

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

住所：宮古市茂市第１地割地内

至蟇目駅

付近見取図

付近見取図・ 配置図 Ａ－０４
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Ｎ

2, 730

9, 100

2, 730 3, 640
1, 500

3, 640

10, 010

3, 640 2, 730

170

2, 730 3, 640 4, 550
24, 570

45, 350

2, 730 3, 640 1, 820 5, 460
16

,3
80

5,
46

0

1,
82

0

8,
64

5

4,
09

5
4,

55
0

2,
27

5

1,
82

0
2,

73
0

2,
73

0
1,

82
0

1,
82

0
2,

81
6

2,
64

4
91

0
3,

64
0

16
,3

80

2, 730 6, 370

9, 100 1, 500 10, 010

5, 4602, 730 1, 820

170
4, 550

45, 350

3, 185 1, 365 1, 820 5, 460

24, 570

3, 640 910 3, 640

書庫

小会議室

ポ ー チ 玄関

会議室

廊下

玄関

技工室

機械室

職員便所

倉庫 歯科所⾧室 内科所⾧室

玄関

風除室

ポ ー チ

ＴＶ

女子便所 男子便所 暗室

Ｘ線室

操作室
検査室２

検査室３

廊下

多目的便所
待合室

ホ ー ル

廊下

検査室１

便所

押入
休憩室

内科診察室

処置室

用具室

薬品庫

薬局

事務室

Ｘ線室
倉庫

歯科診察室

相談室

梁型

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００Ａ１

Ａ３
建築意匠図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

CH＝27007,
28

0
1, 820 3, 640 1, 820

4,
55

0
1,

13
5

1,
59

5

診療所 １階平面図

診療所 １階平面図

天井改修部分：40. 35㎡

1/150

1/75

吹抜

Ａ－０５



管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

建築意匠図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

天井伏せ 図 S＝1／100

玄関

技工室

薬品庫

事務室

Ｘ線室
倉庫

相談室

廊下

2, 730 7, 280 170 4, 550

1, 500

2, 730 5, 460

10, 010

1, 820 4, 550

170

7,
28

0
1,

36
5

7,
28

0

5,
68

5
1,

59
5

4,
57

0
1,

13
5

5,
68

5
1,

59
5

4,
55

0
1,

13
5

Ｎ

新設天井仕上げ ：化粧石膏ボ ー ド  ァ 9. 5ｍｍ

直張り 化粧天井ボ ー ド  3× 3

エ ア コ ン

ＣＨ＝2. 700

エ ア コ ン

Ａ３

S＝1/ 30
S＝1/100

1, 200 910 910 910

直張り 化粧石膏ボ ー ド  ァ 9. 5ｍｍ

新設板野縁：45× 15 ＠303
新設板野縁：90× 15 ＠910

新設グ ラ ス ウ ー ル （ＧＷＨＧ14-38）ァ 155充填
新設野縁：40× 40 ＠455

新設野縁受け ：40× 40 ＠910 80
0

S＝1／30新設天井詳細図

天井伏せ 図・ 新設天井詳細図

天井改修（歯科診療室）：42. 22㎡（内法面積：40. 35㎡）

新設吊木：松40× 40 L＝900 ＠910 

新設吊木受：松2. 00× 90Φ  

新設天井下地

既存天井（下地共）撤去処分

（既設点検口、 エ ア コ ン 等設備パ ネ ル 一時撤去再設置共）

新設天井廻り 縁：塩ビ 廻り 縁

既存

新設 新設

歯科診察室

歯科診察室

新設天井点検口：機械設備工事
照明器具撤去新設：電気設備工事
ス ピ ー カ ー 、 感知器取り 外し 再設置

Ａ－０６



玄関

技工室

薬品庫

事務室

Ｘ線室
倉庫

歯科診察室

相談室

廊下

Ｎ

直張り 化粧天井ボ ー ド  3× 3

S＝1/100

S＝1/30

天井改修（歯科診療室）：42. 22㎡（内法面積：40. 35㎡）

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

建築意匠図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

S＝1／100

2, 730 7, 280 170 4, 550

1, 500

2, 730 5, 460

10, 010

1, 820 4, 550

170

7,
28

0
1,

36
5

7,
28

0

5,
68

5
1,

59
5

4,
57

0
1,

13
5

5,
68

5
1,

59
5

4,
55

0
1,

13
5

120× 180

末
口

Φ
18

0

末
口

Φ
24

0
振止：105× 105

振止：105× 105

末
口

Φ
21

0

天井下地（野縁）撤去処分

天井仕上げ ：石膏ボ ー ド 9. 0ｍｍ ＶＰ（２）撤去処分

1, 200 910 910 910

天井裏グ ラ ス ウ ー ル  ァ 100撤去処分

80
0

Ａ３

既存天井詳細図 S＝1／30

天井下地伏せ 図

天 井 下 地 伏 せ 図
・ 既存天井詳細図

新設野縁：40× 40 ＠455

新設板野縁：90× 15 ＠910

L＝4. 000 27本

L＝4. 000 24本

L＝4. 000 10本

新設野縁受け ：40× 40 ＠910 L＝4. 000 10本

新設板野縁：45× 15 ＠303

吊木撤去処分

歯科診察室

新設吊木受：松2. 00× 90Φ      16. 0本

新設吊木：松40× 40 ＠910 L＝4. 000 9. 0本

Ａ－０７



Ｎ

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００
宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所

照 明 機 器 等 改 修 工 事 建築意匠図

5, 960

1, 277 3, 400 1, 283

表面処理材質

②梁

①柱

主要部材

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 押出形材

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 押出形材

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 押出形材

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 押出形材

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 押出形材

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

陽極酸化塗装複合被膜

⑤鼻隠し ( 水下側)

④鼻隠し ( 水上側)

③鼻隠し ( 側面)

南 立 面 図 S＝1：60

西 立 面 図 S＝1：60

平 面 図  S＝1：60

最高

2, 873

3, 104

□125

□125

出
入

口

既
存

テ
ラ

ス

既存建物

4,
60

0

現況寸法 3, 900

3, 104 398398

115. 5 2, 873 115. 5

1,
01

4.
5

5,
96

0

1,
27

7
3,

40
0

1,
28

3

屋
根 屋
根

土間鉄筋 D10＠200 縦横

基礎鉄筋 D10＠200 か ご

申請建物

床面積＝17. 12㎡

3, 600

Ｇ．ＬＧ．Ｌ

3030

Ｇ．Ｌ

30 30

2,
50

0

2,
72

4

2,
61

3

2,
92

3

2,
72

4

2,
50

0

2,
61

3

2,
92

3

最高高さ

Ａ３
1/ 60
1/ 30

コ ン ク リ ー ト  ＦＣ-21・ 15・ 25

451 451

通路

境
界

線

境界線

既
存

フ
ェ

ン
ス

一
時

撤
去

再
設

置
：

5ス
パ

ン
（

9.
0ｍ

）
既

存
フ

ェ
ン

ス
既

存
フ

ェ
ン

ス

カ ー ポ ー ト 平面図・ 立面図

基礎断面詳細図  S＝1：30

既
存

基
礎

ブ
ロ

ッ
ク

撤
去

、
基

礎
ブ

ロ
ッ

ク
：

40
0×

40
0×

80
0、

5ヶ
所

新
設

医師住宅

約２°
屋根：カ ラ ー ス チ ー ル 折版ｔ＝0. 8㎜葺き

屋根：カ ラ ー ス チ ー ル 折版ｔ＝0. 8㎜葺き

1, 000

2,
70

0

125

ＧＬ

15
0

56
0

60
50

0
30

先打ち コ ン ク リ ー ト

730

365 365

3, 600

Ｄ10＠200

Ｄ10＠200

15
01

20

15
0

30

軒の 高さ

土間面積＝21. 456㎡

（耐積雪 100㎝ 相当）同等品
ジ ー ポ ー ト Ｐr o 3000 60-30 Ｈ25  角柱：4（プ ラ チ ナ ス テ ン ）

Ａ－０８

・ 基礎断面詳細図



Ｓ＝１／１５０

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

建築意匠図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

敷地境界線

改修建物
宮古市国民健康保険新里診療所

既存建物

（医師住宅）

物干場
浄化槽

書庫

小会議室

ポ ー チ 玄関

会議室

廊下

玄関

技工室

機械室

職員便所

倉庫 歯科所⾧室 内科所⾧室

玄関

風除室

ポ ー チ

ＴＶ

女子便所

多目的便所
待合室

ホ ー ル

処置室

用具室

薬品庫

薬局

事務室
歯科診察室

相談室

梁型

CH＝27007,
28

0

4,
55

0
1,

13
5

1,
59

5

1, 820 3, 640 1, 820

特殊養生 特殊養生
特殊養生

床養生

床養生：4. 0㎡

倉庫

Ｘ線室

特
殊

（
壁

面
家

具
等

）
養

生 特殊（壁面家具等）養生

天井改修部分：40. 35㎡

吹抜

資材搬入ロ （メ イ ン ）

Ｎ

凡 例

＝床養生を 示す
＝特殊養生を 示す

Ｓ＝１／６００仮設計画 配置図

仮設ト イ レ

資材搬入ロ （メ イ ン ）

資材庫

現場事務所

Ａ３
1/ 600
1/150

7, 280

廊下

仮設計画 平面図

仮設計画
配置図・ 平面図（参考図）

Ａ－０９



接地線は、緑色のＥＭ－ＩＥ電線等を使用する。ただし、Ｄ種接地工事では、ＥＬＢで

●

●

　　インターホン（　　受付用　　　　　　　　　　）

環形のランプ

ランプ

直管形の

コンパクト形のランプ

Ｈｆ形のランプ

４．非常用照明器具

２．蛍　　光　　灯

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

４０形及び１１０形

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形

ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具

上記以外のもの２０形

２０形

１５形以下

ＲＨ　１５

ＰＨ１

ＰＨ１

ＥＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＨ　１５

標準図記号

ＧＬ　１５

分岐　　　単相　線式　　　　　Ｖ

分岐　　　単相　線式　　　　　Ｖ

幹線　　　単相　線式　　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式

情 報 表 示 設 備

テレビ共同受信設備

防犯・入退出管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火 災 報 知 設 備

・　

電　熱　設　備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

緊 急 通 報 設 備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

　　発　電　設　備

電　灯　設　備

建物別及び

動　力　設　備

工事種目 屋外

３．建　物　概　要

建　物　名　称

１．工　事　名　称

　．工　事　概　要

外灯設備を含む

標準水平震度（Ｋｓ）は下表による。

（注）（　）内数値は、防震装置付き機器などの場合を示す。

　重要度の高い設備機器

設置場所

中　間　階

１階及び地下階

備　　　　　考

設　計　用　標　準　水　平　震　度　（Ｋｓ）

重要機器以外

１．０（１．５）

１．５（２．０）

０．６（１．０）１．０（１．０）

重要機器

２．０（２．０）

１．５（１．５）

特定の施設

０．４（０．６）０．６（１．０）

一般の施設

重要機器

１．０（１．５）

１．５（２．０）

重要機器以外

１．０（１．５）

０．６（１．０）

　　　　　　　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下）

２．非常警報装置

３．自動閉鎖装置

８．監視カメラ設備

９．防　犯　設　備

１．自動火災報知装置

７．テレビ共同受信設備

５．誘導支援設備

２．情報表示設備

備

設

４．拡声設備

３．映像・音響設備

情

報

通

信

４．保安器用接地

　　アウトレット

３．ローテーション

　　（亀甲形）

１．構内情報通信網設備

備

設

換

２．電話機への配線

１．電話交換機

２．避　雷　導　線

３．接　　地　　極

構

内

交

備

雷

設

　　　　　　ポイント

２
２．施工場所及び面積

１．工　事　範　囲

設

力

１．ディーゼル発電

　　装　置

３．燃　　　　　料

１．受　　雷　　部

備

設

電

発

２．交流無停電電源設備

　　（ＵＰＳ）

４．太陽光発電装置

備

蔵

設

貯

電 ３．主遮断装置

４．設　備　容　量

５．進相用コンデンサ

６．自動力率制御装置

１．直流電源装置電

備

設

１．電　気　方　式

２．配　　電　　盤

受

変

備

内

障

３．調　査　地　点

５．提　出　書　類

４．調査チャンネル数

調

査

害

３．ふ　設　方　法

１．目　　　　　的

２．調　査　項　目

２．用　　　　　途

波

電

信
線
路

通

６．そ　　の　　他

１．工　事　範　囲

７．外　灯　設　備

５．高圧ケーブルの

　　端　末　処　理

構

路

線

２．電　気　方　式

３．ふ　設　方　法

４．柱　上　機　器配

内

構

　埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）

を１本、５個以上の場合（２５）を２本、天井まで立上げる。

力

４．機器への接続

　　（遠方操作用）

３．電磁開閉器用押釦

５．電動機等の接地

１．電　気　方　式

備

熱

設

２．警　　報　　盤

１．電　気　方　式

６．予　備　配　管

　　アウトレット

５．ハイテンション

動

監
３．監視制御装置

設

備

制

御視

１．監視制御対象設備

２．表示操作盤

４．ガス漏れ警報装置

中
央

灯

設

備

電

上記以外の露出形及び下面開放形 ＰＨ１

２．工　事　場　所

拡　声　設　備

・

通

６．呼出し設備

２．ガスタービン発電

　　装　置

　　電波障害調査

　　構内通信線路

　　構内配電線路

　蛍光灯器具安定器の種別及び点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は

電

地上～窓中心

地上～引込点

測　　　点

鏡上端～中心

床上～上端廊下通路誘導灯

者

スイッチ

用

壁掛形制御盤

電磁開閉器用押ボタン

力

身

開閉器箱

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

コンセント（厨房）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

コンセント（屋外）

灯

コンセント

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

コンセント（和室）

分　電　盤（壁掛形）

コンセント（一般）

コンセント（台上）

電

通

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～下端

床上～中心

引込線引留め高

機　　　　　器

取引用計器
共

テ 機器収容箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

液化石油ガス用検知器
知

火

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル報

災

受　信　機

副受信機

ビ

レ

天井～上端

床上～操作部

床上～中心

壁付アッテネータ

等

壁付発信機

表　示　盤

・

表

示

警

報

壁掛形親時計

計

拡

声

時

話

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

引込線引留め高

取付高（ｍｍ）

集合保安器箱
電

地上～引込点

機　　　　　器 測　　　点

構　造 階　数
消防法施行令
（別表１）

耐火種別 有窓・無窓 備　　考

必携工具等

及び塔屋

上層階・屋上

補強

スリーブ

墨出し

下地切込

仕上げ材切込

仮枠

天井扇及び換気筒

空調換気扇

電源供給

制御盤

制御盤以降の配管

〃　配線、結線

基礎

補強

補強

電源供給

基礎

基礎

　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。 ただし、図面に特記が有る場合は、特記による。

８００～１，５００

８００～１，５００

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

都市ガス用検知器（重質）

２００

２５０

１５０

２５０

呼出ボタン（便所用）

壁付インターホン

（親機）

壁付インターホン

（玄関子機）

廊下表示灯

（復旧ボタン付）

「使用中」「施錠中」

表示灯

取付高

（上端２，０００以下）

（ファン用）

スイッチ　（一般）

スイッチ　（和室）

　　検電器

　　懐中電灯

　　接地抵抗計

　　テスター 　　メガー

　　機器製作図

　　配電盤　　　　　発電装置　　　　　交換機　　　　ＵＰＳ　　　　直流電源装置

　　増幅器（自立形）　　　　　　　　　受信機（自立形）　　　　　　情報通信ラック

　　天井埋込形器具

　　埋込形分電盤．端子盤．プルボックス

　　換気扇

　　浄化槽

　　屋外受変電設備

　　自立形制御盤

　　自立形アンテナ

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　別途工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　本工事

　　機械工事

　　機械工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　建築工事

　　機械工事

　　機械工事

光源色　　　※三波長域発光形昼光色　　　　電球色　　　　昼白色

※　電池内蔵形　　　　　　　　　　　電源別置形

※　飛び出し形　　　　　　　　　　　外部固定形

※　銅合金製　　　　　　　　　　　　アルミ製

　　テレビアンテナ

設置工事（※　本工事　　　　　別途）

　　　　単独（　　壁掛形　　　　自立形）　　　　火報受信機などとの複合盤

　　防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）

　　防煙ダンパ用（別途、瞬時通電式又は電動式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下、

　　防火シャッタ用（別途、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）

　　自動開放機構　　　　排煙ダンパ（別途、排煙機運転用連動機構付）

　　　　単独（　　壁掛形　　　　自立形）　　　　　火報受信機などとの複合盤

構成機器　　　　グラフィックパネル　　　　　ミニグラフィックパネル

　　　　　　　　プラズマディスプレイ　　　　操作卓

　　　　　　　　中央処理装置　　　　　　　　伝送端末局（子局）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　地絡継電器付き（※　方向性　　無方向性）

　　管路　　　　　　　　配線

　　電話用　　　　　　　ＣＡＴＶ用　　　　　　　火災報知用

　　ＵＨＦ　　　チャンネル

　　アルミ製脚立

　設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人　建築

・

　　＋－ドライバー 　　プライヤー 　　ペンチ 　　鋼性テープ

　　照度計 　　電界強度測定器 　　カラーテレビ

　　施工図

　　梁貫通部の補強及びスリーブ

　　天井点検口

　　本工事

　　本工事 　　建築工事

仮枠

補強

　　床、壁の仮枠及び補強

壁用換気扇

有圧換気扇

　　本工事

　　本工事

　　機械工事

　　機械工事

組込み機器

１３．完成検査時

１４．耐震施工

１５．他工事との取合い

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●●

●

●●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●
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●
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●
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●
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●

● ●

●

● ●
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●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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●
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●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　　地上波アンテナマスト（※　壁面取付形　　　　　　自立形）

　　ＢＳ用アンテナマスト（　　壁面取付形　　　　　　自立形）

　　白黒方式　　　　　　　　　カラー方式

　　非常ベル（自動式サイレンを含む）

　　非常放送装置

　　連動制御器　　　回線（遠方復帰機構　　　回線）

　　自動閉鎖機構

　　受信機　　　回線（　　都市ガス用　　　　液化石油ガス用）

　　動力設備　　　　　受変電設備　　　　　発電設備　　　　　火災報知設備

　　壁掛形　　　　　　自立形

　　高圧カットアウト、がいしなど

　　避雷器

屋外側　　　※　一般用　　　　　耐塩用

※　処理者銘板取付（屋内外共、線名、作業日、氏名を表示）

東北電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。

定格電圧　　　２００Ｖ　　　Ｗ

　　事前調査　　　　　　事後調査

アナログ　　　※　受信レベル測定　　　　　　※　画像評価画像撮影

（各チャンネル毎）

　　路上　　　ポイント

　　ＶＨＦ　　　チャンネル

　　報告書（写真共）　　　部

　　高圧負荷開閉器

●

●

幹線　　　三相３線式　　２００Ｖ　　５０Ｈｚ

分岐　　　三相３線式　　２００Ｖ

※　壁掛形（電源装置　　　※　内蔵　　　　　別置）

※　埋込連用形配線器具　　　

　電動機などへの接続は本工事とする。

　図示以外は金属管接地とする。

高圧　　　三相３線式　　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ

低圧　　　三相３線式　　２００Ｖ

低圧　　　単相３線式　　２００Ｖ／１００Ｖ

※　キュービクル式配電盤　　　　　高圧スイッチギヤ

※　限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）　　　　高圧交流遮断器（ＣＢ）

　　定格遮断電流　　　　　ｋＡ

※　無効電力検出方式　　　　　　　力率検出方式

※　非常用照明器具電源、受変電設備制御電源共用　　　　　　受変電設備専用

用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

容量　　　　　ｋＶＡ

電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ

原動機

定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※　電気式　　　　　　　空気式

　　　｛　　　　ＰＳ以上｝　　　冷却方式　　※　ラジエータ式　　　水冷循環式

定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※　電気式　　　　　　　空気式

原動機

電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ

　　　｛　　　　ＰＳ以上｝

種類　　　　　軽油　　　　　灯油　　　　　Ａ重油

パワーコンディショナ　　　相　　線式　定格出力　　ｋＷ

　　突針　　　　　　　　むね上導体　　　　　笠木（別途）など

　　引下げ導線　　　※　建築構造体利用

※　接地極埋設　　　　　建築構造体利用

形式　　　　　

回線数　　　内線　　　／　　　回線　　　　局線　　　／　　　回線

電話機１台につき、下記のものを見込む

　　ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ（　　２０ｍ　　　　　　ｍ）

　　ＥＭ－ＥＢＴ　　０．４－２Ｐ（　　２０ｍ　　　　　　ｍ）

※　銅合金製　　　　　アルミ製

※　本工事　　　　　　別途工事

種類（　　１０ＢＡＳＥ－Ｔ　　　１００ＢＡＳＥ－ＴＸ　　　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ

　　親時計　　　回線　　※　壁掛形　　　　自立形

　　情報表示盤（　発光ダイオード式　　　磁気浮動式　　　プラズマ式　　　液晶式）

　（　　電子式チャイム組込み　　　　　プログラムタイマー組込み）

　　増幅器　　　　Ｗ

　　プロジェクタ　　（※　前面投写式　　　　背面投写式）

　　増幅器　　　　Ｗ　　　※　卓上形　　　　キャビネットラック形

　　身体障害者用インターホン

　　トイレ等呼出し装置

　　音声誘導装置●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

幹線　　　　相　線式　　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ

分岐　　　単相２線式　　２００Ｖ

　表玄関ポーチ　　約　　　ｍ　　　●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●　　　　　ＡＴＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

● ●

● ●

●●

●

●

●　　　　　　　　作表用印字装置　　　　　　　雑印字装置　　　形

　　　　　　　　ＣＲＴディスプレイ

　　管路　　　　　配線　　　　　機器類

※　地中埋設式　　　　　架空線式

●●

●

●

事

項

通

共

般

一

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの

　　　※　なし　　　　　あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　使用する機材が、（社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

事

項

通

共

般

一

　　　　　　　性能証明

項　　　　　目章

試験成績書等は除く。

工事現場におく電気保安技術者は、当該施設の電気技術員及び当該施設を保守管理する

東北電気保安協会等を補佐し、工事期間中の電気工作物の保安及び工事監理の業務を行

うものとする。

別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる。

・水・その他

修復

工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり建築基準法、労働安全

衛生法等の関係法令等に従ってこれを行う。

工事用仮設電力・水等の費用、官公署等への諸手続等の費用、及び本電源受電後引渡し

又は、使用開始までの電気料金は、関係各請負業者において協議の上負担すること。

ただし、別契約の関係請負者の工程に著しいずれのある場合は、この限りでない。

工事の施工により、建造物を破損し、著しくはつり、穴明け等により改造しようとする

場合は、直ちに監督員に報告し、その施工方法等を記載した詳細図を提出し、監督員の

敷地内において、障害物並びに危険物を発見した時、又は貴重品と思われる物の発掘が

あった場合は、監督員に報告しその指示を受ける。

１．適　用　基　準　等

登　　録

　　標準色 　　メーカーの標準色 　　指定色（　　　　　　　）

　　工事写真の撮り方　建築設備編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　改訂第３版）

とする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

（工事カルテ）

提出すること。

承諾を得て、すみやかに修復、若しくは改造を行うと共に、当該工事前後の状況写真を

（１）引渡しを要するもの

２．機　　材　　等

３．機材の品質

４．工事実績情報の

５．電気保安技術者

６．安全衛生管理

７．

８．足場その他

９．建造物の破損、

１０．発生材の処理

●

●

● ●

●

●

●

標準仕様書第１編第１章第４節１．４．２（ｂ）の品質及び性能を有することの証明

となる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、

　　適用する。

　　構外指示の場所に搬出する。●

　　　※　なし　　　　　あり（　　ＰＣＢ使用機器　　　　　　　　　　　　）

（２）特別管理産業廃棄物

● ● ●

　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

　　　再利用・減量化等を含めた発生材の処理費用は別途とする。

減量化等を図るものとし、処理方法等は監督員と協議する。

（３）上記（１）（２）以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用

（４）産業廃棄物税について

本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を

含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので

適正に処理すること。

　　　　受入れ施設名・住所（㎞）

　　　　構外搬出距離　　㎞を超え　　㎞以下　（ＤＩＤ地区　　　有　　　無）

　　建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。１１．建設発生土の処理 ●

● ●

　　　　（土の処分費用のみ別途とする）

※　構内指示の場所に敷きならす。

　　構内指示の場所にたい積する。●

２．特　記　仕　様

１）項目番号　　・　印のついたものを適用する。

２）特記事項　　　　印の付いたものを適用する。●

　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。●

　　印と　※　印の付いた場合は、共に適用する。●

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気

１．共　通　仕　様

　．工　事　仕　様

プルスイッチ付電池内蔵形非常用照明器具

防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、

変圧器総容量　　　　　　　ｋＶＡ

※　低圧 　　高圧

※　屋内用 　　屋外用●

●

太陽電池アレイ公称出力　　　　　ｋＷ

主貯油槽（地下）　　　　※　なし　　　　あり（　　別途　　　　本工事）● ●●

※燃料小出槽

※　一般電話用　　　　個　（　　納入する　　　　　取付ける）● ●

　　ＶＴＲ　　　　　　　　（※　Ｓ－ＶＨＳ　　　　　ＤＶ　　　　　　　　　　）● ●

　　低圧　　　単相２線式　　１００Ｖ

　　低圧　　　単相３線式　　２００／１００Ｖ

　　低圧　　　三相３線式　　２００Ｖ

　　高圧　　　三相３線式　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ

※　地中埋設式　　　　　　　　架空線式●

（上端２，０００以下）

２００

３００

１，５００

３００

２００

１，５００

２，３００

２，３００

１，３００

２，３００

１，３００

２，３００

１，３００

１，３００

３００

２００

２００

３００

８００～１，５００

８００～１，５００

２，１００

２，３００

天井～上端

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

天井～上端

床上～中心

床上～中心

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～上端

床上～上端

端子盤（廊下、室内）

端子盤（ＥＰＳなど）

壁付子時計

壁付形スピーカ

ベル，ブザー，チャイム

壁付押ボタン（一般）

壁付インターホン（一般）

都市ガス用検知器（軽質）

約１，８００

１，５００

１，３００

１，２００

３００

２００

１００

８００～１，０００

ファン下端

１，３００

５００～１，０００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

約２，５００

１５０

１，５００以上

１，０００以下

１，５００

１，５００

１，３００

９００

１，３００

１，１００

１，３００

１，５００

１，１００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

信

情
報

設

備

火

災

報

知

設

備

電

障

２　　　　　　　　　約　　　ｍ　　　

（２．５Ｙ　８．５／１）

１００

２００

２００／１００
（　　ＡＶ－　　　　ＡＵ－２　　　ＢＳＡ－７５　　ＣＳＡ－　　）

　　（　　キャラクタ　形　　　グラフィック　形）

　　　　　　　　　※　一般用　　　　　耐重塩じん用

　　　　　　　　　　　　　※　一般用　　　　　耐塩用

　　※　一般用　　　　　耐塩用

（ｍｍ）

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

雷 保 護 設 備

駐車場管制設備

工事用の電力

　屋外キュービクル受変電設備用消火器 　　本工事 　　支給品●● ●

　　同上消火器ボックス 　　本工事 　　支給品●● ●

３

２

２

ＰＮ９Ｈ１６，２４，３２形　Ｐ３２，４５形

●

● ● ●　　直管形　　　 ● 環形（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　）

● ●　　コンパクト形　　　 ● 環形（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　）

●

保
護

ボタン電話装置　　 ＰＢＸ ● ＩＰＰＢＸ ● ＶｏＩＰサーバ

● 複合防災盤組込

１０．入退出管理設備 ●　テンキー式● 磁気カード式 ● ＩＣカード式 ● バイオメトリクス式

地上波デジタル　　　※　受信レベル測定（帯域内全電力）　※　ＭＥＲ　変調誤差比

（各チャンネル毎） コンスタレーション　　　※　ＢＥＲ　ビット誤り率●

Ｄ／Ｕ　妨害波比● スペクトラム測定●

※　画像評価画像作成

● 配管 ● 配線 ● 機器 ●

●　　低圧　　　単相２線式　　２００Ｖ
緊急通報設備

工事着手前に、取外し機器が接続されている分岐回路の、絶縁抵抗を測定する。

取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ、取付ける。

鉄蓋

　　金属製（ステンレス、新金属も含む）　　　　　　　樹脂製

　　現場打ちハンドホール

　　県マーク入り

　　重荷重型防水

　　ブロックハンドホール

　　電気マーク入り

　　中荷重型防水●

●

● ●

●

●

●

●●

本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により組立

保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。

加入金額

加入時期及び期間

請負金額の１００％

　　なし 　　あり● ●

　　本工事は建物を使用しながらの工事であること。●

資材搬入前から工事完成３０日後まで

１７．フラッシプレート

１８．取外し機器

１９．ハンドホール

２０．　保　　険

２１．　経年検査

２２．　施工条件

１６．接地線

保護されている回路の接地線は、緑／黄のＥＭ－ＩＥ電線等を使用する。

３．蛍光ランプ

作成に当たっては、監督員と仕様、記載事項に関する協議を行うこと。

作成後は監督員に内容の説明を行うこと。

内　　　容

電子納品 書類

完成図 施工図

書類名

完成図書 関係書類

岩手県電子納品ガイドラインによる２部

２部

部数 備　　　　　　考

２部 市販フラットファイル等

（Ａ４版）

（二つ折製本）

原図原寸大

保守管理
入居者用 市販フラットファイル等

案内書
管理者用 市販フラットファイル等

＊上記に、建物等の利用に関する説明書を加える
２部

＊機器取り扱い説明書
（Ａ４版）

（Ａ４版）

（ＣＤ－Ｒ等）

工事写真 等

（ＣＤ－Ｒ等）

２部 岩手県電子納品ガイドラインによる

なお、本工事の施設分類は（　　　特定の施設　　　一般の施設）とし、設計用

研究所監修の「建築設備耐震設計・施工指針２０１４版」による。

電　話　設　備

　　（Ｌ　Ｅ　Ｄ)

 （Ｌ　Ｅ　Ｄ)

下記による。※ＬＥＤは仕様による。

●　　※スピーカーのみ対応

　　受信機　Ｐ形１級　　回線　　　　　　　　　壁掛形　　　　埋込形

設備工事編）最新版、同公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版、同電気設備工事監理

指針最新版、同設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）最新版、及び公共住宅

建設工事共通仕様書最新版による。

設備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、

１２．完成時提出書類

木造 平屋建

工　　　　事　　　　種　　　　別

（上端２，０００以下）

４．工　事　種　目（　　印のついたものを適用する。）

延 面 積

電気設備工事　特記仕様書

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００Ａ１

Ａ３

ー

ー
Ｅ－０１

●

宮古市国民健康保険新里診療所照明機器等改修工事

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

宮古市国民健康保険新里診療所 (6)項イ

屋内

電気設備図

電気設備工事特記仕様書

● ●　　　　単独　　　複合盤（自火報　回線　自動閉鎖　回線　ガス漏れ警報　回線）

● ●

●

●

　　副受信機　　　回線

　　機器収容箱　　　専用形（　　埋込形　　　露出形）　　　屋内消火栓箱に組込み● ●

　　※感知器のみ対応●

屋　外

597. 14

宮古市茂市第1地割 地内

― ＊利用に関する説明書

・

診療施設であるため衛生に配慮した施工とすること。●



管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ｅ－０２
Ａ１

1/300

1/600

ｍ）

鉄塔（東電）

倉庫

市　道　（幅員６

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

浄化槽

敷地境界線

配　置　図 Ｓ＝１／６００

1,550 580

4
,6
00

2
,2
98

6,
89

8既存浄化槽

Ｎ

Ｎ

既存建物

（医師住宅）

テ゛イサーヒ゛スセンター

至腹帯駅

宮古市国民健康保険新里診療所

宮古市新里総合事務所

至宮古

刈屋川

ＪＲ茂市駅

国
道
10
6
号
線

閉伊川至岩泉町

繁の木橋 日蔭橋

至盛岡

市道

至蟇目駅国道340号線

山
田
線

保健セ ン タ ー

キュービクル

宮古市国民健康保険新里診療所

改修建物

物干場

浄化槽

増築位置
カ ー ポ ー ト

付近見取図

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

住所：宮古市茂市第１地割地内

付近見取図・ 配置図



管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ａ１
1/100

1/200

ヘ ヘ
サ サ サ

ナ

タ 1

ニ

ノ 1

ヒフ

ノ 2

フ オ フ オ フ オ

ナ

ア 1 ヘ ア 1

ヘ

ア 1

ア 1

ヘア 3

ア 1

ア 1

ア 1

ス

PL-1(既設)

誘導灯信号装置撤去

シ シ

ヒ

ア 3

ア 1

ア 1

キ 1

ヘ

ヘ

エ

エ

ー

外壁

1ナ

ー

ポ －チ

セ 4
ー

外壁

1ニ

ー

外壁

1ナ

ー
ー 1

ア 1

X線室

4
ヘ

ー

操作室

ア 1 2

ー 1ヘ
ー 1タ 1

ー
ー 1

暗室

ア 3 1
カ 2

ー
ー 1

ア 1 2

ー 1
ア 3
ヘ

ー
ー 1

ア 3 1
テ

操作室2・ 3
多目的便所

ー
ー 1

玄関

サ 1

ー 1ヘ
ノ 1

ー
ー

3
ーコ 2

サ
ヘ 2

待合室

廊下

ー
ー
ー

オ 3
シ 3
セ 2

ー 1

ー 2
ー
ー

ノ 1
ノ 2 1

ー 2
ー
ー

ハ
ヒ
フ
ヘ

1

4
4

ア 3

ーア 1 2

内科所⾧室

ーケ 2

歯科所⾧室
ーア 1 2

倉庫

ー 2

機械室

カ 1

ー
ー

ーア 2 1
ス 1
チ 1

職員便所

ーエ 2

ーイ 2

小会議室

書庫

ー
ー

イ 9
ヘ 2

会議室

ー

外壁

1ナ ー

相談室

ソ 1

ーア 1

技工室

2

ー
ー 1
ー
ー

ア 1
ア 3

3

ウ 4

ー 2
ソ 3

歯科診察室
ー 1

倉庫

キ 1

ー
ー

ア 3 1
1

X線室

タ 2

ーキ 2 2

ーア 1

薬局

3 ー

用具室

キ 1 1
ス ー

ー
1
2ヘ

ー
ー
ー 1ヘ

内科診察室

ー
ー 1

ア 1 2
ヘ

ス ー 3
ーソ 1

休憩室

検査室1

ーサ 1

ポ ー チ

ーサ 1

風除室

ア1

ア 1

ア 1

ア 3

ア 1 ア 1

ア 1ア 1

ヘ

ノ 1

ア 1ヘ

事務室

ース 2

キ 2キ 2
ス

タ 2

カ 1カ 1 ア 1ア 1

ー
ー 1

ア 1

処置室

ア 3
ーア 4

ア 4 ア 1

ア 1

ア 1

6

8

ア 4

ア 4

ア 4

ア 3 1
ア 4 3

サ

サ

( 既)

( 既)

( 既)

( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既)

( 既)ココ
( 既) ( 既)

ア 1 ア 1

ヘ
ト ( 再)ト ( 再)

ヘ

ウ ウウウ

特記事項

1.記入なき配管・配線は残置し再使用する

2.（既）は残置既設機器を示す

3.（再）は再使用機器取外を示す

凡　　例

天井埋込形ｽﾋﾟｰｶ

ｽﾎﾟｯﾄ形感知器

平 面 図 S=1/ 100

Ｎ

16
,3

80

5,
46

0
8,

64
5

2,
27

5

4,
55

0
4,

09
5

1,
82

0

1,
82

0
2,

73
0

2,
73

0
1,

82
0

1,
82

0
2,

73
0

2,
73

0
91

0
3,

64
0

16
,3

80

45, 350

10, 0109, 100

2, 730 2, 730 3, 640

1, 500

3, 640 3, 640 2, 730

170

2, 730 3, 640 4, 550

24, 570

2, 730 3, 640 1, 820 5, 460

2, 730 6, 370

9, 100 1, 500

2, 730 5, 460

10, 010

1, 820

170

4, 550 3, 185 1, 365 1, 820

45, 350

24, 570

5, 460 3, 640 910 3, 640

風除室

廊下
廊下

TV

ホ ー ル

待合室

梁型

吹抜

Ｘ線室

検査室３

検査室２

廊下

検査室１

押入

内科診察室

処置室

玄関

倉庫

相談室

ポ ー チ

書庫

小会議室 会議室

操作室

Ｘ線室

便所
薬局

図面内容

( 再)

歯科診察室

( 再)

( 再)( 再)

( 既)

電灯・ 拡声・ 自動火災報知設備
改修前平面図

( 既)

ス
スス

ア 4
ア 4

ヘ

ア 1

ア 4

ア 4
ア 4

ア 1ア 1
ア 3キ1

用具室

ア 3

ヘ

ア 3

テ
多目的便所( 既)

女子便所 男子便所

暗室

ア 3

カ 2

ヘ

サ

玄関

内科所⾧室

ハ
セ

セ

玄関

シ
セ

セ セ

セ

イイ

イ

イ イ

イ イ

イ イ

イ

イ

ナ

事務室

薬品庫

ヘ

ア 3
ソ

ソ

ソ

技工室

ア 1

( 既)

職員便所

ア 2

機械室

倉庫 歯科所⾧室

ケ

ケ
ア 1

ア 1

( 既)

ソ
休憩室

ス

( 既)

( 既)

( 既)

ノ 1

ソ

ヘ ヘ
ヘ

チ ス

ポ ー チ

薬品庫

ー 2ヘ
ト

撤去図

Ｅ－０３



2

1

FL20W×1

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ａ１

ア イ ウ エ オ カ

キ ケ コ サ シ

ス セ ソ タ チ

テ ト ナ ニ

ノ ハ ヒ フ ヘ

蛍光灯

FL40W×2

FL40W×1

蛍光灯 蛍光灯

FL40W×31

2

3 FL20W×2

FHF32W×2

蛍光灯

FHF32W×1

蛍光灯

FDL18W×1

蛍光灯

流し元灯

蛍光灯

FL10W×1

表示灯

FL15W×1

蛍光灯

1

2

FL40W×2

蛍光灯

笠付

FL40W×1

蛍光灯蛍光灯

FHF32W×1

ﾌﾟﾘｽﾞﾑｶﾊﾞｰ付

蛍光灯

下面ｶﾊﾞｰ付

FPL36W×4

蛍光灯

FL20W×4

ﾙｰﾊﾞｰ付

600角

蛍光灯

ﾙｰﾊﾞｰ付

FPL96W×4

FL20W×1

電池内蔵型 電池内蔵型

FCL30W×1 IL20W×1FL20W×1

FL20W×1

電池内蔵型

ｷｾﾉﾝﾗﾝﾌﾟ付

2

1

電池内蔵型

冷陰極蛍光灯×1 ｷｾﾉﾝﾗﾝﾌﾟ付 冷陰極蛍光灯×1

蛍光灯

FDL18W×1

軒下用

電池内蔵型

1

2 FL10W×1

ﾊﾟｲﾌﾟ吊

壁付形

W=300

W=300

W=300

埋込形

埋込形

埋込形

埋込形 埋込形 W=300 壁付形直付形 直付形

直付形

埋込形直付形

直付形

埋込形 埋込形 棚下取付形

ﾊﾟｲﾌﾟ吊形 埋込形 壁付形 壁付形 埋込形

蛍光灯

防雨型

壁付形

蛍光灯

FDL13W×1

防雨型

壁付形

蛍光灯

FL15W×1 壁付形

蛍光灯

FDL13W×1 壁付形

W=220

埋込形 900角 埋込形 450角 埋込形 275角FDL27W×2

FL20W×1

ｷｾﾉﾝﾗﾝﾌﾟ付 ﾊﾟｲﾌﾟ吊形 両面型

誘導灯 誘導灯 誘導灯 非常用照明 非常用照明

LED灯

取外機器

W=300埋込形4 LED40形×2

改修前
照明器具仕様図

ー

ー
Ｅ－０４

ﾗﾝﾌﾟ,安定器のみ撤去

傾斜鏡
ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

取外し後再取付



Ａ1

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ａ１
1/100

1/200

平 面 図 S=1/ 100

2, 730

9, 100

45, 350

2, 730 3, 640

1, 500 10, 010

3, 640 3, 640 2, 730

170

2, 730 3, 640 4, 550

24, 570

2, 730 3, 640 1, 820 5, 460

2, 730 6, 370

9, 100 1, 500

2, 730 5, 460 1, 820

10, 010 170

4, 550

45, 350

3, 185 1, 365 1, 820 5, 460

24, 570

3, 640 910 3, 640

16
,3

80

5,
46

0

1,
82

0

8,
64

5

4,
09

5
4,

55
0

2,
27

5

1,
82

0
2,

73
0

2,
73

0
1,

82
0

1,
82

0
2,

73
0

2,
73

0

16
,3

80

91
0

3,
64

0

Ｎ

D1

D1

B

B

B B B

BBB

B B B

P

P P

P M M

W
F F

S

Ｎ2
Ａ2

Ａ1 Ａ1 Ｊ

Ｊ Ｊ

Ｊ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｋ Ｋ

Ａ3
Ａ1

Ａ1

Ａ1 Ａ1

Ａ1

Ｗ

Ｒ1

Ｗ

Ａ1Ａ1Ａ1

Ａ1

Ａ1

Ａ1Ａ1

Ａ1

Ａ1Ａ1

Ａ1

Ａ1Ａ1

Ａ1

Ａ1Ａ1

Ａ1

Ａ1

Ｅ Ｅ Ｅ

Ａ3

Ａ1

Ａ1

Ｄ1

Ｎ1Ｎ1

Ａ3

ＣＣＣ

Ａ1

Ａ1

Ｗ

ｆ1

ｆ1

ｆ1

ｆ1ｆ1

ｆ1

ｆ2

ｆ2

e e ee
a1

a2
a1

( 既)

( 既)

( 既)

( 既)

( 既)( 既)

( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既)

ー

外壁

1W

ー

ポ－チ

4P

ー 2

機械室

F

ー

ー

ー

職員便所

1

1

1S

A2

N2

ー 2

倉庫

A1 ー

歯科所長室

2J ー 2

内科所長室

J

ー

ポーチ

ー

ー 1

1

風除室

L

f2

ー

ー 1

玄関

1

ー 1

a1

L

f2

ー

ー

3

ー 2

2

待合室

K

L

f1

廊下

ー

ー

ー

3

3

2

ー 1

ー 2

ー

ー

1

ー 2

ー

ー

1

4

A3

E

N2

a1

a2

b

ー

1

d

e

f1

f2

M

3

ー

ー 1

多目的便所

1A3

U

ー

ー 1

2

操作室2・3

ー 1

A1

A3

f1

ー

暗室

1A3

ー

ー 1

X線室

4

f1

A1

ー

操作室

2

ー 1

ー 1

A1

R1

f2

ー

外壁

1W

ー

外壁

1W

ー

書庫

2D1

ー

小会議室

2B

ー

ー

会議室

9

2

B

f1

ー

外壁

1W ー

相談室

1Q

技工室

2ーA1

ー

ー 1

ー

ー

歯科診察室

3

4

3Q

A1

A3

C

ー 1

倉庫

D1

ー

ー

1

1

X線室

A3

R2 ー 2N1

ー 2D2

ー

薬局

3A1 ー

用具室

1D1

ー

ー 1

ー

ー

処置室

14

1

A1

A3

N2

f1 2

ー

ー 1

ー 1

内科診察室

3A1

A3

f1

ー

ー 1

2

検査室1

A1

f2

休憩室

ー

ー

ー 1

N3 2

N2 1

Q

PL-1(既設)

誘導灯信号装置取付

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

( 既) ( 既)

Ｒ2

Ｄ2 Ｄ2

A3

事務室

P 4

P

P P

P

( 既)

Ｃ

1.記入なき配管・配線は再使用接続とする

3.（再）は再使用機器取付を示す

2.（既）は残置既設機器を示す

凡　　例

天井埋込形ｽﾋﾟｰｶ

ｽﾎﾟｯﾄ形感知器

特記事項

V(再)
ｆ1

V(再)

Ａ1

Ａ1
ｆ2

Ａ1

( 既) ( 既)

Ａ3Ｄ1

風除室

TV

内科所⾧室歯科所⾧室倉庫

機械室

職員便所

ポ ー チ

小会議室 会議室

玄関
廊下

倉庫

相談室

技工室

Ｘ線室

事務室

ホ ー ル

待合室

梁型

吹抜

女子便所

暗室

検査室３

検査室２

廊下

薬品庫

薬局

用具室

処置室

内科診察室
検査室１

休憩室

押入

ポ ー チ

歯科診察室

書庫

玄関

ｆ1 ｆ1

多目的便所

Ａ3
Ｕ

( 既)
男子便所

Ｘ線室
ｆ1

Ａ1

電灯・ 拡声・ 自動火災報知設備
改修後平面図

廊下

ｆ2

ｆ1

ｆ2
Ａ1

操作室

Ｑ

d

b
N2

N2

Ｑ

Ｑ

Ｑ
便所

Ｎ2

Ｎ3
Ｎ3

Ｎ2

Ａ1
Ａ3

ｆ2

Ａ1
Ａ3

玄関

a1

ｆ2

d

(再)

(再)(再)

(再)

Ｑ

M

ｆ2

薬品庫

ー

ー 1

1f1

f2

ーV 2

開口部(450×450)補修板取付

Ｅ－０５



LED灯

8,500lm～ 4,500lm～

管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ａ１

1

2

3

2

1

1

2

ﾊﾟｲﾌﾟ吊

壁付形

壁付形

壁付形

A B C D E F

J K L M

N P Q R S

U V W

a b

LED灯 LED灯 LED灯

LED灯

LED灯LED灯LED灯 LED灯

LED灯

LED灯 LED灯 LED灯

LED灯LED灯

LED灯

LED灯LED灯

LRS20-4-48

LRS20-4-37

20形 埋込形 W=300

ﾌﾟﾘｽﾞﾑｶﾊﾞｰ付

40形 埋込形 LSS9-4-48 40形 壁付形 40形 直付形

2

1

LSS9-2-30

ｺｰﾅｰ灯 反射笠付

埋込形

下面ｶﾊﾞｰ付

埋込形

下面ｶﾊﾞｰ付

600角 埋込形 450角

深枠ﾊﾟﾈﾙ

900角 埋込形 275角

下面ﾊﾟﾈﾙ

1

2

3 LRS1-05

LRS1-13

LRS1-22

流し元灯 表示灯

LRS1RP-17 FL20W×1相当 棚下・壁面兼用取付形 800lm～

1,500lm～

3,000lm～

8,000lm～

LDM10×1

LDM10×1

ﾐﾗｰ灯

LDM10×1

LDM10×1

防雨型

FL20W×1相当 壁付形 800lm～

ST1-FBF22-Cﾊﾟｲﾌﾟ吊

ﾊﾟｲﾌﾟ吊 2

1

FPL96W×4相当 FHP45W×4相当 FHP32W×4相当 FHP23W×3相当

K1-LRS11-2

K1-LRS11-3

ed f

電池内蔵型

非常灯評定番号：LALE-051

建築基準法適合品

ｸﾞﾛｰﾌﾞ:ｶﾞﾗｽ(乳白ﾌﾛｽﾄ)

FCL30W×1相当 壁付形

A1

A2

A4

A0

4.0m

取 付 高 さ

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m

4.8 5.3 5.6 6.1 5.8

10.2 11.4 12.2 13.6 16.7

7.8 8.7 9.3 10.5 13.1

3.5 4.0 4.3 4.4 2.9

配 置 方 法器 具 形 式

直線配置

単体配置

四角配置
K1-LRS11-3

壁からの距離

A1

A2

A4

A0

4.0m

取 付 高 さ

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m
配 置 方 法器 具 形 式

直線配置

単体配置

四角配置

壁からの距離

K1-LRS11-2

4.0 4.4 4.6 2.7 -

-

-

-

8.2 9.4 9.8 11.2

6.2 7.1 7.7 8.5

2.8 3.2 3.2 2.0

A1

A2

A4

A0

4.0m

取 付 高 さ

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m
配 置 方 法器 具 形 式

直線配置

単体配置

四角配置

壁からの距離

-4.6 4.7 4.7 4.8

8.1 8.2 8.3 8.4 7.9

8.1 8.2 8.3 8.4 7.9

5.5 5.6 5.8 5.9 5.8

FCL30ﾀｲﾌﾟ

870lm

LRS3-4-48 5,000lm～

2,000lm～

SH1-FSF20F-BL

SH1-FSF21F-BL

SH1-FRF20PF-BL

LED誘導灯 LED誘導灯 LED誘導灯 LED非常用照明 LED非常用照明

6,500lm～

既設機器取付

ー

ー

改修後
照明器具参考仕様図

Ｅ－０６

既設傾斜鏡内LEDﾗﾝﾌﾟ取付 ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

取外し後再設置



管 理 建 築 士 承 認 検 図 製 図 履 行 年 月 日
設計担当者

改定月日 改定内容 特 記 図面内容 縮尺 コ ー ド 番号

図面番号

図面区分

００

Ａ３
電気設備図

宮 古 市 国 民 健 康 保 険 新 里 診 療 所
照 明 機 器 等 改 修 工 事

Ａ１

特記事項

Ｅ－０７1/30

1/60

4,
60

0

1. ｻｲｽﾞ記入な き 配線は 下記に よ る  
EM-EEF1.6-3C

WP

PF(16) - 露出配管

EM-EEF1.6-3C PF(16) - 地中配管

凡  例

WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

屋外用ｺﾝｾﾝﾄ

屋外用ｽｲｯﾁWP

2EET

PB21WP

PB21WP

PB21WP

2EET
以降既設配線

X

X

PB21WP取付
既設ｺﾝｾﾝﾄ撤去

LED灯X

LSS1MP/RP-4-30

丸形露出ﾎﾞｯｸｽ

屋根式2P15A-2E 接地端子付
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Ｗ １

・連結送水管

・ 　 水 質 検 査 （ ５ ０ 項 目 ） の 実 施

ロ）特別管理産業廃棄物

消防法施行令（別表）

２．工事場所

３．建物概要

１．工事名称

Ⅰ． 工　事　概　 要

建 　 物 　 別 　 及 　 屋 　 外

工　事　種　目

工　　事　　種　　別 備　　　　　考

建　物　名　称 備　　考　構　造 階　数

項　　 　　目

工事現場におく電気保安技術者は、当該施設の電気技術員及 び 当該施設を保

守管理する東北電気保安協会等を補佐し、工事期間中の電気 工 作物の保安及

２． 特　記 　仕　様

特　　　　記　　　　事　　　　項

び工事監理の業務を行うも のとする。

５．設備概 要（○印のついたものを適用する）

空気調和方式等

消火設備方式

放流先 汚水

雑排水

給　水　方　式

排　水　方　式

給　湯　方　式

屋内 屋外

及び試験

資機材置場

延面積（㎡）

・　 高置 タン ク方 式 ・ 　 加 圧 送 水 方 式

建物内の汚水及び雑排水

・ 　 し 尿 浄 化 槽

・ 　 し 尿 浄 化 槽 ・ 　 側 溝

（ ・ 　 分 流 式 　 ・ 　 合 流 式 ）

※別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる。

・　 配管 施工 技能 士

・ 　 冷 凍 空 気 調 和 機 器 施 工 技 能 士

・ 　熱 絶 縁 施工 技 能士 ・　 塗装施 工技 能士

・ 　 建 築 板 金 施 工技 能 士

・ 　構 内 に 作る こ とが

・ 　 構 内 に 駐 車

・ 　構 内 に 作る こ とが

・　出来 る

・　出来 る

・　 出来る

・ 　 出 来 な い

・ 　 出 来 な い

・ 　 出 来 な い

※ 　 構 外 搬 出 適 切 処 理 　 ・ 　 構 内 指 示 の 場 所 　 ・ 　 構 内 指 示 の 場 所 に た い 積

※ 　 な し ・ 　 あ り

・　 下水 道直 接放流

（　　　　　）

※ 　 な し ・ 　 あ り （　　　 　 　 ）

２ ） 特 記 事 項 　 　 ○ 　 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

１．適用基準等

１）項　　目　　番号に○印のついたものを適用する。

２．電気保安技 術者

３．技　　能　　者

４．機　　　　材

５．　機材等の検査

７．足場その他

８ ． 　 工 事 用 仮 設

９ ． 　 残 土 処 理

１ ０ ． 　 発生 材 の 処 理

印 の 付 か な い 場 合 は 　 ※ 　 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

印 と 　 ※ 　 印の 付 い た 場 合は 、 共 に 適 用す る 。

４． 工事種目（○印のついたものを適用する）

工事用駐車場

本工事に使用する機器及び材料は新品とし、設計図書に定める品質及び性能

を有するものとするほか、同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場

合は監督員の承諾を受ける。

各機器の個別運転調整後に下記の総 合調整を行う。

イ）電動機出力などは、表示 された出力以下の容量とする。

ロ）冷温熱源機器等及び防災機器の能力、容量はその数値以 上 とす る 。

ハ）電源の周波数は、５０Ｈｚとする。

・ 　 室 内 気 流 及び 塵 埃 の 測 定 　 ・ 　 騒 音 の 測 定 　 ・ 　 初 期運 転 状 態 の 記 録

・ 　 機 器 の 絶 縁 抵 抗 の 測 定 　

・ 　 風 量 調 整 　 ・ 　 水 量 調 整 　 　 ・ 　 室 内 外 空 気 の 温 湿 度 測 定

重要機器 重要機器一般 機器 一般機器

特定の施設 一般の施設

設計用標準水平震度

設　置　場　所

１ １ ． 　 総 合 調 整

１ ２．　 容量 の表 示

１ ３ ． 耐 　 震 　 施 　 工

イ）引渡しを要するもの

ハ）上記イ）ロ）以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において

再利用・減量化等を図るものとし、処理方法等は監督員と協議する。
ニ）現場において再利用を図るもの

現場における分別ー保存材は、機器・ 配管・ダクト等と分別する。

ホ）本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手 県内の最終処分場 （ 中 間
処理施設経由を含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県

産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。

・ フ ァ ン コ イ ル － ダ ク ト 併 用 方 式

・ フ ァ ン コ イ ル － ダ ク ト 併 用 方 式

・連結散水

・屋 外消火栓 ・スプ リ ン ク ラ ー

・粉 末消火 ・泡消火 ・ そ の 他

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書による。

６．工事用水の電力

・水・その他 受電後引渡し又は、使用開始までの電気料金は、関係各請負 業 者において

協議の上負担すること。

工事用仮設電力・水等の費用、官公署等への諸手続等の費用、及び本電源

国土交通省大臣官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

・ 　 換 　 　 　 気

・ 　 空 　 気 　 調 　 和 　 　 設 　 備

・ 　 排 　 　 　 煙

・　自　動　 制 　御

・　衛　生　 器 　具

・ 　 給 　 　 　 水

・ 　 排 　 　 　 水

・ 　 給 　 　 　 湯

・ 　 消 　 　 　 火

・ 　 ガ 　 　 　 ス

・　厨　房　 機 　器

・ 　 し 尿 浄 化 槽

・ 　 撤 去 工 事

・ 　 発 生 材 処 理

・ 　下 水道 直接放 流

・ 　中央式

・二酸化炭素消火

・ 　 屋 内 消 火 栓

・　局所 式

・全空気方式

・パッケージ方式

・温風暖房機

・全空気方式

・蒸気暖房

Ⅱ． 工　事 　仕　 様

ただし、設計図書間に相違がある場合の優先順位は次による。

全ての設計図書は相互に補完するものとする。
１． 共　通　 仕　様

・ 　 本 工 事 で 定置 す る 。

・ 　 空 気 調 和

・ 　 温 風 暖 房

・ 　 水 道 直 結 方 式

・ 　 直 接 暖 房

１．中央監視制御

２ ．中央監視制御

の構成機 能

３．そ　の 　他 室 内温湿度検出器等を２個以上併設 し て設置する場合は、サーモケース を 使用する。

１．大便器洗浄弁

２．大便器洗浄用
タンク

１．量　水 　器

２．量水器桝

３．配管材料

親メーターは

子メーターは

イ）親メーター 用

ロ）子メーター用

イ ） 一般用

・ 　 あ り ・ 　 な し

※ 　 押 ボ タ ン 式 （ 不 凍 結 節 水 弁 付 ）

※ 　 借 用

※ 　買取 り

・　買 取り

・ 　 水道 事 業 者 の 指 定 店

・ 　 不 凍 結 節 水 弁 付 と す る 。

図 示による。

※ 　 防 露形 ロ ータ ン ク （ ※ 　 手 洗 い な し ・ 　 手 洗 い 付 ）

３．小便器洗浄

装　置

・　 水 道 事 業 者 の 指 定 店

・ 　 自 動 洗 浄

大便器 及び小便器の壁に取付ける

・ 　 一 部 埋 込※ 　 埋 込 ・ 　 露 出

・ 　 陶器製

電 源 供 給 方 法 （※ 　 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 　 ・ 　 乾 電 池 ）

・　 樹脂 製

吊りこ ま式（節水こま式）とする。実験 器 具用は除く。

４．小便器洗浄管

５．付属水栓

６．注　記　板

７．自動水栓

・ 　 標 準 図 （ 機 材 　 ５ ３ ）

・ 　 標 準 図 （ 機 材 　 ５ ３ ）

・　 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・ 　 ポ リ 粉 体 鋼 管

ロ ） 地中用（屋内地中も含む）

・　 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・ 　 ポ リ 粉 体 鋼 管 ・ 　 ビ ニ ル 管 ・ 　ポ リエ チレン 管

４．散　水　 栓

５．弁　　類

６．給　水　 栓

７．埋設深 さ

８．埋設弁開 閉 用

９．保　　温

ハンドル

１０． 水道加入 金等

１ １ ． そ 　 の 　 他

水道直結部分

高置水槽以降

※ 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 １ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２

※ 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 　 ５ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２ ・ 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 １ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２

本工事に

イ）量水器桝内の保温を行 う 。

呼び径２５㎜以下のも の は５０㎜、呼び径３２㎜以上のも の は４０㎜とする。

水道加入 金

給水管の最小口径は２ ０㎜とする。ただし、器具接続部 分 を 除く。

ボックス

※ 　 公道部分（※水道事業者及び道路 管理者規定による）

※ 　 一 般 敷 地 内 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

・ 　 耐 寒 水 栓

・ 　 敷 地 内 車 輌 道 路 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

※ 　 含 む （ 水 道 事 業 者 管 理 用 以 外 の 弁 操 作 用 ）

・ 　 含 ま な い

・　要 （ ・ 　 本 工 事 　 ・ 　 別 途 工 事 ） ・ 　 不 要

※ 　鋳 鉄 製 ・ 　 ス テ ン レ ス 製 （ 　・ 　 鍵 付　 　 ・ 　鍵 無 　 ）　

ロ） 屋外配 管（ 弁、フ ランジ 類を 含む） は、 標準仕 様書第 ２編 ２． ３ ．５ 表ｅ ２ （ ハ） 、厚 さは、

２．ダクトの工法

１．準用事 項

３．厨房用フード

イ ） 外気取り入れダクトは保温 す る。ただし、送・排風機は除く。

・　 ７　 　・　８ 　 　 ・　９ 　　・ 　１ ０

※ 　 ア ン グ ル 工 法

・　 ス パ イラ ル ダク ト

・ 　 コ ー ナ ー ボ ルト 工 法 （ ・ 　 共 板 　 　 ・ 　 ス ラ イ ド ）

（　・　一重　 ※　ニ重　）として フードコック（　※ 　有　・ 　無　） と する 。

４．保　　温

ロ）全 熱交換器に接続するダクトは、保 温 を 行う。

ハ ） 外壁より１ｍ部分の排気ダ ク ト及び浴室排気ダクトは、保温を 行 う。

［ ・ 　 暖 房 ・ 冷 房 ・ 空 気 調 和 設 備 の 当 該 事 項 に 準 ず る 。 ］

１階及び地階

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

２．０
２．０
２．０

２．０ ２．０

１．５
１．５
１．５

１．５

１．５

１．５

１．５

１．５

１．５

１．５

１．５

１．０
１．０

１．０

１．０

１．０
１．０

１．０

１．０

１．０
１．０

１．０

１．０

１．０

０．６ ０．６

０．６

０．６
０．６

０．４

０．６

１ ４ ． 温 　 度 　 計

ロ）冷温水ヘッター（往）及 び 冷 温水ヘッターの各環り管

イ）空気調和機、温風暖房機 ま わ りの給気ダクト、環気ダクト及び 外気ダクト

（配管用はＬ形、ダ クト用は丸形）

標準仕様書に よ る ほか、下記の箇所に取付ける。

ハ）パッケー ジ 形 空気調和機の冷却水出口

※ 　 Ｊ ＩＳ ５ ｋ ｇ ｆ／ ㎝ ２ ・ 　 Ｊ Ｉ Ｓ １ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２１２．　弁　　　類

伸縮管継手
・ 　 ス リ ー ブ 形※ 　 ベ ロ ー ズ 形１３．　鋼　管　用

１ ． 　 温 　 湿 　 度

調 整 目標値

２ ． 　ば い 煙濃度計

３ ． 　 ば い じ ん 量

測 定 口

４ ． 　 煙 　 　 突

５ ． 　 煙 　 　 道

６ ． 　 ダ 　 ク 　 ト

７ ． 　 風 量 測 定 口

８ ． 　 防 煙 ダ ク ト

９ ． 　 防 火 ダ ン パ

１ ０． 　 定 量 ユニ ッ ト

（ 目 標 値 ）

温 度 湿度
冬期
夏期

温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿度

備　　 考
一 般 系 統

（Ｄ Ｂ） （Ｒ Ｈ） （ ＤＢ ） （ ＲＨ ） （Ｄ Ｂ） （Ｒ Ｈ） （Ｄ Ｂ） （Ｒ Ｈ）

外　　気 室 　 　 内

取付け場所は図示による。 取 付 け 面 は 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

復帰方式

図示のＦＶＤとは、防火ダ ン パ ー に 風 量 調 節 機 構 を 組 み 込 んだもので調節機構 は、

段 階 的 調 節 機 構 と する。

・ 　 取 付 け る ・ 　 取 付 け な い

※ 　 取 付 け る （ 測 定 口 ８ ０ 　 フ ラ ン ジ 止 ）

※ 　 別 途 ・ 　 本 工 事 （ 鋼 板 厚 　 　 ㎜ 、 高 さ 　 　 ｍ 以 上 ）

※ 　 鋼 板 厚 ３ ０ ０ 以 下 は ３ ． ２ ㎜ 、 ３ ０ ０ を 越 え る も の は ４ ． ５ ㎜ と す る 。

・ 　 図 示 に よ る （ ４ １ ０ 以 上 の 煙 道 に は 、 掃 除 口 に 蝶 番 を 取 付 け る ）

※ 　 ア ン グ ル 工 法

※ 　 低 速 ・ 　ス パ イラ ル ダ クト

・ 　 取 付 け な い

・ 　 コ ー ナ ー ボ ル ト工 法 （ ・ 　 共 板 　 　 ・ 　 ス ラ イ ド ）

※ 　 遠 隔 式 （ 電 動 式 （ 定 格 入 力 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ ０ ． ５ Ａ 以 下 ） ）

※ 　 順 送 り ・ 　 同 時

・ 　メ カ ニカ ル タ イプ ・ 　 風 速 セン サ ー タ イ プ

イ ） 冷 温 水 管 ※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管ロ）冷却水管

・ 　 耐 熱 性 ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・　ス テン レス 鋼管

ト）冷媒管 ※ 　 銅 管 ・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 ・　断熱材被 覆 銅 管

ハ ） 蒸 気 管 　 　 送 り管 ※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ） ・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

返り管 ※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ） ・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

・ 　 一 般 配 管 用 ス テ ン レ ス 鋼 管

ニ）油管、油 用 通 気 管 ※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

ホ）膨張管、空気抜き管 、 膨 張 タ ン ク よ り ボ イ ラ ー 等 へ の 給水管

※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

ヘ）空調用排水管 ※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・ 　 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・ 　ポリ粉体ライニング鋼管

・　 ステ ンレ ス鋼 管

１ １ ． 　 配 管 材 料

゜Ｃ
゜Ｃ

゜Ｃ
゜Ｃ゜Ｃ

゜Ｃ

ハ ） １ ０ ０ ｋ ｇ 以 下 の 軽 量 な 機 器 （ 標 準 仕 様 書 の 適 用 を 受 け る も の は 除 く ）

注１）設 置 場 所 の 区 分 は 標 準 仕 様 書 に よ る 。

ニ）重要機器類（高架タ ン ク 、 受 水 タ ン ク は 機 器 表 に よ る。）

指 針 の 方 法 に よ らな く て も よ い 。

においても耐震を考 慮 し 、 据 付 又 は 取 付 を 行 う も の とするが、前記

ロ ） 地 域 係 数 は 、 １ ． ０ と す る 。

注２）（　）内の設備は 防 震 支 持 の 機 器 の 場 合 に 適 用 する。

イ）本工事の施設は、（ ※ 一 般 の 施 設 　 ・ 特 定 の 施 設 ） とする。

１ ３ ． 耐 　 震 　 施 　 工

書類名 部 数規 　 　 格 備　　　　　　考内　　　容

既存のコンク リ ー ト部の床 、 壁 の 配 管 貫 通 部 等 の 穴 明 け は 、原則として

ダイヤモンドカッターに よ る 。

官公署への諸手続き等は 遅 滞 な く 監 督 員 と 協 議 の う え 、 請 負者が代 行処理する。

入部の変位吸収

及 び 埋 設 表 示 用
テープ

取付箇所

対象管 ・ 給 水 管

イ）管周囲の保護

ロ ） 埋 戻 し 土

地 中 埋 設 標 及 び 埋 設用 テ ー プ は 、 下 記 に よ る 。

イ）給水管地中埋設標（ ※ 要 　 ・ 不 要 ）

ロ）ガス管地中埋設標（ ※ 要 　 ・ 不 要 ）

ハ）油　管地中埋設標（ ※ 要 　 ・ 不 要 ）

埋 設 表 示 用 テ ー プ （※要　・不要）

埋 設 表 示 用 テ ー プ （※要　・不要）

図示による。

特に明記のない弁等のサ イ ズ は 、 接 続 配 管 サ イ ズ に 同 じ 。

加 　 入 　 金　額 請 　 負 　 金 　 額 　 の 　 １ ０ ０ 　％

ハ ） 本 工 事 完成１年後に経 年 検 査 を 行 う こ と 。

書　類

埋 設 表 示 用 テ ー プ （※要　・不要）

イ）電気設備 工 事 及 び 建 築 工 事 は 、 各 特 記 仕 様 書 に よ る 。

１４． 　は　つ 　り

２０．　 地中埋設 標

２ １ ． 　 絶 縁 フ ラ ン ジ

２ ２ ．　 弁 等 の サ イ ズ

２ ３ ． 試 　 　 　 験

２４．　 そ　の　 他

２５ ．保　　 　　険

２ ６ ． 完 成 時 提 出

凍結の恐れのある水道管、 冷 温 水 管 等 の 一 部 施 工 時 の 気 密 試験については、水圧試

験を空気圧試験に代えるこ と が 出 来 る が 、 完 成 時 ま で に 水 圧試験を実施すること。

１ ９ ． 　 管 周 囲 の 保 護

砂 及 び 埋戻し土

・　２Ｃ Ｄ － Ｒ 岩 手 県 電 子納品ガイドライン に よる

関 係 者 一覧表．製作図．機器取扱説

明 書 ． 試験成績表．緊急連絡先一 覧

表 ． 保 証 書．官庁届出書類写．産業

カラー

調査用
実　態

表紙

図 面
・ 　 Ａ ４ 版

・ 　 ２ つ 折

製 　 本

工 事 用

完 成 用

カラー

原稿
陰 画 、

・ 原 図 、 ・ 　 提 出 し な い

・ 　 提 出 す る ・ 　 原 稿
・ 　 陰 画
・ 　 原 図

・材　料

検 収 簿
Ａ ４ 版

主要材 料

・保守管
理案内書

Ａ ４ 版

ファ イル

市 販 工 事 写 真 帳
（表紙）

Ａ ４ 版

Ｃ Ｄ － Ｒ

フ ァ イ ルに入れ て 納 品する

日常保守管理案内 書 使 用 者 が容易に理解で き るもの

デ ジ タ ルカメラ も 可 とする

撮 影 場 所及その説明を 記 載する

ファ イル

建 物 導 入 部 の 変 位 吸収 は 標 準 図 （ 施 工 ４ 及 び ５ ） に よ る 。

ロ）本工事に使用する鋳鉄 製 マ ン ホ ー ル 蓋 に は 、 県 章 を 入 れること。

取り合い

イ）端子等については、特 に 電 気 請 負 業 者 と 事 前 打 合 せ を 行う。

ロ ） 機 器 付 属 の 制 御盤及び 操 作 盤 ま で の 一 次 側 電 気 工 事 は 全て

ハ）機器付属の制御 盤 及 び 操 作 盤 ま で の 二 次 側 電 気 工 事 は 全て

※ 　 別 途 　 　 　 ・ 　 本 工 事

※ 　 本 工 事 　 　 ・ 　 別 途

１５．　 他 工事と の

※ 　 本 工 事 　 　 ・ 　別 途

ヘ ） 天 井 、 壁 の ボ ード類（ 軽 量 鉄 骨 も 含 む ） の 下 地 切 込 み 及び開口補強 は

ニ ） 全 て の ス リ ー ブ入れ及 び 箱 入 れ は ※ 　 本 工 事 　 　 ・ 　 別 途

※ 　 本 工 事 　 　 ・ 　 別 途ホ ） ス リ ー ブ 及 び 箱入れの 補 強 工 事 は

（ 種 別 ご と 最低１個）

ヒ ュ ー ズ （ 温 度 ヒ ュー ズ も 含 む ） 及 び 表 示 灯 は 予 備 品 と し て、２０ ％ 納入する。

資 材 （ 仮 設 材 は 除 く ） 搬 入 前 か ら完成後３０日まで加入始期及び終期

建設工事保険 、 組 立 工 事 保 険 、 土 木 工 事 保 険 の う ち 一 つ 以 上に加入すること。

本工事の請負 者 は 、 工 事 期 間 中 工 事 目 的 物 及 び 工 事 資 材 に 対して、火災保険、

・ 山 砂 （ 管 下 端 １ ００ ｍ ｍ ＋ ｄ ＋ 管 上 端１ ０ ０ ｍｍ ）

・ 山 砂 （ 管 下端 １ ０ ０ ｍ ｍ ＋ ｄ ＋管 上 端 １０ ０ ｍｍ ）

・ ガ ス 管

・良質発生土

・ 油 　 管

・　１

・　２

・　３

・　１

・　２

・　１

・　２

・　２

・　 金文 字入 黒表 紙

・ 　 市 販 フ ァ イ ル

・ 　 修 正 設 計 図

（ 注 ） た だ し 、 仕 様 に つ い て は

監 督 員 と 協議すること

１６．　手 　 続 　き

１ ７ ． 　 予 備 品 等

１ ８ ． 　配 管 の 建 物導

岩 手 県 電子納品ガイド ラ インによる

※ 　 そ の 他 の 電 子 納品対象書 類 に つ い て は 、 「 岩 手 県 電 子 納品ガイドライン 」 に よる。

１ ５ ． 瞬 間 流 量 計

及び測定用

タッピング

管流量計用）
（３２㎜ピトー

イ ）冷凍機又は冷温水発生機の 冷 水出口

ロ）冷 凍機又は冷温水発生機の冷却水出 口

ハ ）ボイラー又は熱交換器の温水出 口

ニ）空気調 和機の冷温水入口

ホ）冷温水ヘッ タ ーの各送り管

１６．オイルタンク イ）遠 隔 油量指示計

ロ）計 量尺は、青銅製、黄銅製又はアル ミ 製 とし、１００ｌ実測目盛印とする 。

計量口は錠付きとする。

１ ７ ． 積 算 油 量 計

１ ９ ． 保 　 　 　 温

２ ０ ． 電 気 工 事 の

範　　囲

２ １ ． カ セ ッ ト 形
フ ァンコイル

イ ）施工箇所は図示による。

ロ ）内貼りチャンバー類の寸法表示 は 、外形寸法とする。

イ）建 物内の空気抜き管の保温は、空気 抜 き 弁（弁含む） までとし、仕 様 は 冷温水管の

項 に よる。

ロ）屋外露出 配 管 の保温は、給水設備の項による。

ハ）外気取り 入 れ ダクトの保温を

ホ ）高圧 蒸気管及びヘッダーの 保 温厚　　　㎜とする。

イ ）地震感知器の配管配線は

配 管 配線は

・ 　 瞬 間 流 量 計 （ ・ 　 固 定 形 　 　 ・ 　 着 脱 可 能 形 ）

・ 　 タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・ 　 瞬 間 流 量 計 （ ・ 　 固 定 形 　 　 ・ 　 着 脱 可 能 形 ）

・ 　 タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・ 　 瞬 間 流 量 計 （ ・ 　 固 定 形 　 　 ・ 　 着 脱 可 能 形 ）

・ 　 タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・ 　 瞬 間 流 量 計 （ ・ 　 固 定 形 　 　 ・ 　 着 脱 可 能 形 ）

・ 　 タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・ 　 瞬 間 流 量 計 （ ・ 　 固 定 形 　 　 ・ 　 着 脱 可 能 形 ）

・ 　 タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・ 　 取 付 け な い※ 　 取 付 け る

※ 　 取 付 け る ・ 　 取 付 け な い

１ ８ ． 消 音 内 貼 り

・ 　 自 己 消 火 性 の ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 製

※ 　 亜 鉛 鉄 板 製

ユニッ トの風

量分配ダクト

※ 　 行 う ・ 　 行 わ な い

※ 　 別 途 ・　本 工 事

・　 本工事

ロ ）防煙ダンパーと連動制御器まで の 配管配線及び連動制 御器から 煙 感知器までの

※ 　 別 途

ニ ） 屋 外 の 冷 媒 管 の 保 温 外 装 は 　 　 　 ・ 　 化 粧 ケ ー ス （ 樹 脂 製 ） と す る 。

１．ダ　ク　ト

３．排煙風量

測定方法

４．排煙口の形式

排 煙 風 量 を 測 定 す る 場 合 は 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ４ ３ ０ ３ 　 の 排 煙 設 備 検 査 基 準 　 ４ ． ２ ． １ 　 （ ２ ） 　 （ Ｃ ） 　 に よ る 。

・ 　 亜 鉛 鉄 板 製 ・ 　 鋼 板 製 （ １ ． ６ ㎜ 以 上 ）

・ 　 手 動 及 び 遠 隔 操 作 可 能 な も の

・ 　 手 動 式 （ ・ 　 ワ イ ヤ ー 式 　 ・ 　 電 気 式 ）

・ 　 可 動 羽 根 （ ス リ ッ ト 共 ） ・ 　 可 動 パ ネ ル

２．排煙口開 放

装　置

１．処 理能力

２．放 流水質

３．処 理方式

４． 主 要 構造

３ ０ 日分を納入する。

（放流水の水質検査書 を 提 出する ）

・ 　 製 造 者 標 準 品 と す る 。

※ 　 使 用 開 始 後 請 負 者 に お い て １ 年 間 維 持 管 理 す る こ と 。

・ 　 一 定 期 間 定 常 状 態 に お い て 使 用 後 、 放 流 水 の 水 質 検 査 書 提 出 す る こ と 。

５．制　御　盤

６． 消 　 毒　剤

７． 維 持 管理

１．厨房機器類

２．付属 制 御 盤 器具付属の制御盤は、製造者 規 格 品 と す る 。

・　 本工事 ※ 　 別 途 工 事

ハ ） 転倒防止用の鎖は ※　本 工 事 ・ 　 別 途 工 事

１．ガス の 種 類

２．配管材 料

３．都 市ガス

４．液化石油ガス

５．ガス漏 れ警報
遮断装置

ロ）地中埋設部

イ）一般

イ）ガスメ ー タ ー

ロ）引込み負担金

イ）ガスボンベは

ロ）ガスメーター

親メーター は ガ ス供給事業者よ り 借用

子メーター は 買 取りとする。

ニ ） 転倒防止装置は

・本工事

図示 の 場 所に

※一般 敷地内（　　　ｍ以上）

・ 公 道（ガ ス供給事業者及び道 路 管 理 者 規 定 に よ る ）

６．埋設深 さ

・ 　 ポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管・ 　 ガ ス 用 ポ リ エ チ レ ン 管

・ 　 不 要 ・ 　 要 （ ・ 　 別 途 工 事 　 ・ 　 本 工 事 ）

※ 　 借 用 ・ 　 買 い 取 り

（ ・ 　 分 離 形 　 ・ 　 一 体 形 ）

外 部 出 力 端 子 （ ・ 　 あ り 　 ・ 　 な し ）

都 市 ガ ス 供 給 業 者 （ 　 　　　　　　　　）・ 　 都 市 ガ ス （ 発 熱 量 　 　 　 　 ｋ Ｃ Ａ ｌ ／ ｍ ２ ）

・　 液 化石 油 ガ ス（ １ ２， ０ ０ ０　 ｋ ＣＡ ｌ ／Ｋ ｇ ）

・ 　 敷 地 内 車 輌 道 路 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

・ 　 本 工 事 と し 施 工 要 領 は 標 準 図 （ 施 工 　 ７ ３ ） に よ る 。

・ 　 取 付 け る

・ 　 別 途 工 事

親メーターはガス供給事業 者 支 給

子メーターは ・事業者支給 ・ 買 い 取 り

１．配管材料

２．消 火栓開閉弁

３．保 　　温

４．２号消火 栓

の圧力損失

イ ）一 般

ロ）地中埋設部

屋外露出管に ついては給水管に準ずる 。

ｋｇｆ／㎝２　以下

・ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・ 　 圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 継 目 無 管 ） （ Ｓ Ｃ ｈ ８ ０ ）

・ 　 圧 力配 管 用 炭 素 鋼鋼 管 （ Ｓ Ｃｈ ４ ０ ）

・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ） ・　外 面被 覆鋼 管（ ＳＧ Ｐ－ Ｐ Ｓ）

・ 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 １ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２ ・ 　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ㎝ ２

１．配管材料

２．満水試験継 手

イ ） 屋内汚水管

ハ）屋外汚水、雑 排水管

３．別途流し

４．試 　　験

５． 放 流 負担金

立 管 は 本 工 事

排水管 は、衛生器具などの取付け完 了 後 煙 試 験 又 は 通 水 試 験 を

１．配管材料

・ 　 排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・ 　 ビニ ル 管 （Ｖ Ｐ ）

・　 コ ー ティ ン グ鋼 管

・ 　 鉛　 管

・ 　 メ カ ニ カ ル 形 排 水 鋳 鉄 管

・ 　 ヒ ュ ー ム 管 （ １ 種 Ｂ 形 ） ・ 　ビ ニ ル 管（ Ｖ Ｐ）

・ 　 取 付 け な い ・ 　 図 示 し た 箇 所 に 取 付 け る

ト ラッ プは （・ 　別 途　 　・ 　本 工事 ）

※ 　 行 う ・ 　 行 わ な い

・ 　 不 要 ・ 　 要 （ ・ 　 別 途 工 事 　 ・ 　 本 工 事 ）

・ 　 耐 熱 性 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・ 　 耐 火 二 層 管

・ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）・ 　コ ー ティ ン グ 鋼管

・ 　ビ ニ ル管 （ Ｖ Ｕ）

・　 ステ ンレス 鋼管

２．弁　　類

３．湯沸器回り

配　　 管

４．湯 沸器の

排気筒

５． 保 　 　温

給 水設備の 当 該 事項による。

・ 　 別 途

・ 　 行 わ な い※ 　 行 う

機器に接続する給 水管、給湯管は鋼 製 又 は ス テ ン レ ス 製 の フ レ キ シ ブ ル チューブを

使 用してよ い 。

※ 　 本 工 事 （ 厚 さ ０ ． ５ ㎜ 以 上 の ス テ ン レ ス 鋼 板 製 ）

・ 　 被 覆 銅 管

・ 　保温 付被 覆銅 管

ロ）屋内雑 排 水管

・ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・ 　 排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・　 コ ーテ ィ ン グ鋼 管

・ 　 排 水 用 鋳 鉄 管 ・ 　ビ ニ ル 管（ Ｖ Ｐ） ・ 　 耐 火 二 層 管

ニ）通気管、空調 用排水管

・ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・ 　 排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・ 　 コー テ ィ ング 鋼 管

・ 　 排 水 用 鋳 鉄 管 ・　 ビ ニ ル管 （ ＶＰ ） ・ 　 耐 火 二 層 管

・　 銅 　 管

※ 　 制 御 盤 に は 漏 電 、 過 負 荷 、 満 水 警 報 等 の 一 括 故 障 表 示 用 無 電 圧 接 点 及 び 端 子 を 設 け る 。

硬 質塩ビ管

（ ・　 １０ ｋｇ 　・ 　２ ０ｋ ｇ　 ・　 ５０ ｋｇ 　　 　　 本）

・ 　 一 般 水 栓

０ ．６

（最新年版）及び公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新年版）による。

工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新年版）、公共建築改修工事 標準仕様書（機械設備工事編）

（独立行政法人建築研究所監修　最新年版）による。

耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針

※ 　 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ： 内 部 ・ 　 ポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管 ： 外 部

工事写真の撮り方建築設備編（最新年版）国土交通大臣官房官庁営繕部監修

機械設備工事監理指針（最新年版）

・ 　 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 管 （ 保 温 付 き ）

・ 　 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 管 （ 保 温 付 き ）

１． ０

新里診療所

（６）項イ

゜Ｃ

゜Ｃ

既存浄化槽の配管 改修、ブロワ更新 、 機 械 室 移 動８． そ の 他

・温水床暖房

湯沸器排気筒の保温は

機械設備工事　特記仕様書
宮古市国民健康保険新里診療所照明機器等改修工事

新里診療所

図示による

図示による

図示による

図示による

597.14

機械設備

宮古市国民健康保険新里診療所

　　　　　照明機器等改修工事 図面区分

図面番号

コード番号
図面内容 縮尺特 記管理建築士 承認 検図 改定内容改定月日履行年月日製図

設計担当者 Ａ３
Ｍ－０１

００

宮古市茂市第 1地割地 内

２７ ． 工事 実 績情報

の登録

（ 工 事 カルテ）

※ 　 適 用 す る

・ 本 工 事 は 建物を使用しな が ら の 工 事 で あ る こ と 。

・ 行 う ・ 行 わない

２ ８ ． 　 施 工 条 件

・既設部分の養生

・ 診 療 施 設 で あ る た め 、 衛 生 に 配 慮 し た 施 工 と す る こ と

書

・ 　 施 工 図

認 印 し た も の・　２

Ｃ Ｄ － Ｒ

廃 棄 物 処 理関係書類写等

に 関 す る 協 議 を 行うこと。

作 成 に あたっては監督員と記載事項

機械設備工事特記仕様書



ｍ）

Ｎ

Ｎ

配　置　図

鉄塔（東電）

キュービクル

倉庫

市　道　（幅員６

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線 敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

物干場

浄化槽

浄化槽

改修建物
宮古市国民健康保険新里診療所

付近見取図

宮古市国民健康保険新里診療所

宮古市新里総合事務所

至宮古

刈屋川

ＪＲ茂市駅

国
道

10
6号

線

閉伊川至岩泉町

繁の木橋
日蔭橋

国道340号線

至盛岡

市道
山
田
線

至腹帯駅

浄化槽散気ﾌﾞﾛﾜｰ2台修繕

ﾌﾞﾛﾜ着脱･分解組立
【部品】
ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ(ﾌﾞﾛﾜｰ､ﾓｰﾀｰ),Oﾘﾝｸﾞ,ｵｲﾙｼｰﾙ,
ｴｱｴﾚﾒﾝﾄ,ｵｲﾙ循環･回収ﾎｰｽ,ｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ,

機械設備

Ｍ－０２
Ａ３宮古市国民健康保険新里診療所

　　　　　照明機器等改修工事 図面区分

図面番号

コード番号 ００図面内容 縮尺特 記管理建築士 承認 検図 改定内容改定月日履行年月日製図

設計担当者

敷地境界線

1：600

Ｓ＝１／６００

敷
地
境
界
線

カーポート
増築位置

（医師住宅）

既存建物

テ ゛ イ サ ー ヒ ゛ ス セ ン タ ー

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

特別養護老人ホ ー ム 紫桐苑

東 浜 ﾛｰﾀﾘｰﾌﾞﾛﾜHCｰ40S 200V（ 同 等 品 ）

住所：宮古市茂市第１地割地内

至蟇目駅

付近見取図・配置図

Vﾍﾞﾙﾄ,ｵｲﾙｹﾞｰｼﾞ棒,ｵｲﾙ4L



給湯設備　改修平面図
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書庫

小会議室

ポーチ 玄関

会議室

9,100

2,730 2,730 3,640

1,500

3,640

10,010

3,640 2,730

170

45,350

2,730 3,640 4,550

24,570

2,730 3,640 1,820 5,460

1,
82

0ポーチ

2,
73

0
2,

73
0

1,
82

0
1,

82
0

2,
81

6

16
,3

80

2,
64

4
91

0
3,

64
0

2,730 5,460

10,010

1,820 4,550

170

45,350

3,185 1,365 1,820 5,460

24,570

3,640 910 3,640

技工室

相談室

倉庫
Ｘ線室

ホール

吹抜

用具室

内科診察室

操作室

便所

押入

検査室１

Ｘ線室

男子便所

ＴＶ

玄関

風除室

玄関

歯科所長室 内科所長室

検査室２

女子便所

多目的便所

待合室

倉庫

職員便所

廊下

廊下

歯科診察室

事務室

処置室薬局

薬品庫

機械室

暗室

検査室３

廊下

休憩室

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)
ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

2ﾊﾝﾄﾞﾙ混合栓(台付)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

混合自動水栓(壁)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

再使用

立水栓

立水栓立水栓

2ﾊﾝﾄﾞﾙ混合栓(台付)

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

2ﾊﾝﾄﾞﾙ混合栓(壁)

立水栓

立水栓

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓(壁)

25
l

1313

25
l

13

13 13

20

13

13

13

1313

GV15

l
25

13

13

20
13

25
l

13

2525

13

25
l

25

13

13

13

l

13
25

立水栓 ll
20

20

20
13

25

13

給湯ボイラー(参考品番：MBX-506Z)
屋内用半密閉式強制排気形(灯油)
給湯能力:50.7kw,燃料消費量:59.7kw,伝熱面積:1.5㎡
付属品:凍結防止ヒーター,リモコン,その他付属品一式

機械設備

Ｍ－０３
1：150

Ａ３宮古市国民健康保険新里診療所

　　　　　照明機器等改修工事 図面区分

図面番号

コード番号 ００図面内容 縮尺特 記管理建築士 承認 検図 改定内容改定月日履行年月日製図

設計担当者

再使用

立水栓

水栓仕様 個数

流し用台付混合水栓

シングルレバー混合水栓 10

２ハンドル混合水栓 2

2

6

図　示　記　号 仕　　　　　様

l 耐熱性硬質塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

給湯管（返）

給湯管（送）

名　　　称

耐熱性硬質塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管ll

架橋ポリブテン管

架橋ポリブテン管給湯管（送）

給湯管（返）ll

l

備　　考

機械室

機械室

屋内

屋内

凡　例

Ｓ＝1／150平　面　図

実線は新設及び撤去する給湯管を示し､屋内隠蔽部分の給湯管は残置とする｡
改修特記

屋内露出部分の給湯管はﾀﾞｸﾄｶﾊﾞｰにて施工とする｡

給湯器の給水及び油管は既設再使用とする｡

既設給湯器は撤去･新設とし､ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟは撤去･再使用とする｡

新設天井点検口(450□)を示す。

養生範囲を示す。

Ｎ

空気抜弁20

安全弁25

GV25

減圧弁

GV20
l

－

ll
GV20×3

GV25

25

25

20

再使用

再使用

給湯改修詳細


